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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

1 保護者が対象の「男女共
同参画社会」をテーマに
した研修会を関係機関と
協力して開催する。

人権教育に関する研修に取り
組むと共に、幼児一人一人の
個性を認め合うことができるよ
う、日常的に情報交換、情報の
共有をし、保育を進めた。様々
な活動において、男女関係な
く、それぞれの個性を感じ、認
め合いながらよく交わって遊ぶ
姿が見られた。

実
施

今後も、幼稚園におけるジェン
ダー平等教育について研修を
重ね、幼児一人一人の個性を
認め合うことができるような保育
を推進していく。また、教師が性
差別を助長することがない環境
で教育活動を行っていく。

岩
戸
幼
稚
園

ジェンダーにとらわれな
い保育環境を作り、子ど
もたちのジェンダー平等
意識を育てる。
個々を認め、子どもの気
持ちを大切にする保育を
する。

2022年度も前年から継続して、
ジェンダーにとらわれない保育
を心がけ、ジェンダー平等意識
を育ててきた。

実
施

今後も継続してジェンダーにと
らわれない保育環境を作り、
個々を認めていける保育を行
う。

中
央
保
育
所

2 幼児の
成長に
応じた、
人権の
視点に
立った
性教育
の実施

人権尊重
の理念に
そった、一
人ひとりの
個性を大
切にする
性教育の
実施を図
ります。

市が行う学習活動のみな
らず、個々や地域が行う
学習活動が「ジェンダー
平等」及び「男女共同参
画」の視点で行われるよ
う、関係者（機関）と協力
して啓発を行う。

園生活の中で、身近な人とかか
わったり、動植物に触れたりし
て、命の尊さを感じることができ
るようにした。また、誕生会や絵
本などを通し、「生まれてきたこ
と」や「大切に育てられているこ
と」の喜びを感じたり、「命のつ
ながり」がわかったりするように
取り組み、自分も周りの人も大
切な存在であることを感じられる
ようにした。日常生活の中で、
幼児の成長に応じ、相手の立
場になって考えたり伝え合った
りすることができるような取り組
みをした。

実
施

今後も、幼児の発達に応じた絵
本等の教材を研究し、自分と共
に人のことも大切にすることが
できるような保育のあり方につ
いて、職員で共通理解を図って
いく。また、そのことが成長に応
じた性教育につながっていくよ
うに取り組む。 岩

戸
幼
稚
園

個々の違いを認め、子ど
もの気持ちを大切にす
る。
自尊心を育てると共に、
お友達を大切にできるよ
うにする。　　体の事や命
の大切さを教えていく。

個々の違いを認め合い、友だ
ちの気持ちを保育士が代弁し
たりして伝えていけるように配慮
してきた。 概

ね
実
施

今後も継続して体のことや命の
大切さを学んでいけるように導
いていく。 中

央
保
育
所

3 市民を対象にしたメディ
ア・リテラシーが向上でき
る講座を関係機関と協力
して開催する。

那同研の研修会に参加したり、
岩戸幼稚園の人権・同和教育
推進計画に基づき、日常生活
の中で友達の個性を大切にし、
認め合うことができるよう、幼児
期における人権感覚を育てて
いくことに取り組んだりした。

実
施

今後も、ジェンダー平等教育の
を行うための研修に積極的に
参加し、職員間で情報を共有し
て、日常の保育に活かしてい
く。

岩
戸
幼
稚
園

男女共同参画に関する
研修会に参加する

新型コロナウイルス感染症の流
行により、なかなか研修機会を
得ることが難しい面もあった。

一
部
実
施

市等が主催する男女共同参画
の研修に参加するように促す。
新規採用の職員もジェンダー
平等意識を高められるように研
修を重ねていく。

中
央
保
育
所

幼児期教
育・保育
におい
て、無意
識のうち
に性差別
を助長す
ることがな
いような環
境で教
育・保育
を行いま
す。

幼稚
園・保
育所な
どにお
けるジェ
ンダー
平等教
育・保
育の推
進

ジェン
ダー平等
教育を行
うための
知識、技
術及び固
定的性別
役割分業
意識是正
のための
教職員な
どへの研
修に参加
します。

幼稚
園、保
育所な
どの教
育・保
育の場
におけ
るジェン
ダー平
等教育
のため
の教職
員・保
育士等
の研修
への参
加
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4 幼稚
園、保
育所等
内慣習
の点検

女性の就業や再就職を
促すため、子育て中の女
性を対象にした講座を開
催する。

普段より子の看護休暇等取りや
すい職場環境であるよう努めて
いる。コロナ禍にあり、本人や同
居家族に体調不良があった場
合、また、子どもが通う学校に学
級閉鎖等があった場合、心配
することなく休むことができる雰
囲気づくりをした。

実
施

今後もジェンダー平等の視点
で、休暇等をとりやすい職場環
境づくりを行っていく。

岩
戸
幼
稚
園

育児,介護休業などとりや
すい環境づくりをする

育児、看護休暇など職員からの
申請があれば希望通りとれるよ
うに概ねしてきた。

概
ね
実
施

職員が育児、看護休暇の希望
が言いやすいように環境づくり
をしていく。 中

央
保
育
所

5 男性の家庭参画を促す
ため、子育て中の男性を
対象にした講座を開催す
る。

父親が参加しやすい日曜参観
や運動会、生活発表会の取り
組みを通して、幼稚園教育に関
心をもってもらえるようにした。ま
た、園だよりやホームページ
で、男女共同参画を意識した子
育ての喜びが伝わるような工夫
をした。

実
施

今後も、幼児の姿や幼稚園教
育のあり方を通し、子育てにつ
いて伝えたり、研修会や講演会
などの参加を促したりするなど、
男女共同参画の啓発を行って
いく。

岩
戸
幼
稚
園

保護者会と連携して男女
共同参画社会について
の情報提供・啓発を行う

新型コロナウイルス感染症の流
行により、なかなか啓発の機会
を得ることが難しい面もあった。

一
部
実
施

園だより等を通じて情報提供し
ていき、保護者会と連携して
ジェンダー平等意識を高められ
るように啓発を行っていく。

中
央
保
育
所

6 学校に
おける
ジェン
ダー平
等教育
の推進

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う

６年の社会科学習などで、発達
段階に応じたジェンダー平等教
育を実施することができた。日
頃から誰に対しても「～さん」付
けで呼ぶことを共通理解し指導
するなど、教育活動全体でジェ
ンダー平等教育を行った。

実
施

本年度も昨年度に引き続き、日
頃から誰に対しても「～さん」付
けで呼ぶことを共通理解し指導
するなど、教育活動全体でジェ
ンダー平等教育の推進を図る。 安

徳
北
小

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う。

「無意識のうちに性差別を助長
しない教育を行う」という目標に
向け全ての教育活動において
多様な考えを受け入れることが
できる道徳教育や人権学習を
行った。

概
ね
実
施

「無意識のうちに性差別を助長
しない教育を行う」という目標に
向け全ての教育活動において
多様な考えを受け入れることが
できる道徳教育や人権学習を
意図的・計画的に行っていく。
（全学年のカリキュラムに位置
づいているか確認する。）

安
徳
小

育児・介
護休業な
ど取得し
やすい環
境づくりに
努めるな
ど、ジェン
ダー平等
の視点で
職場環境
を改善し
ます。

学校教育
におい
て、無意
識のうち
に性差別
を助長す
ることがな
いような環
境でジェ
ンダー平
等教育を
行いま
す。

幼稚園や
保育所が
保護者な
どと連携
し、さまざ
まな機会
に保護者
へ男女共
同参画社
会につい
ての情報
提供・啓
発を行い
ます。

幼稚園
や保育
所など
に通う
就学前
児の保
護者へ
男女共
同参画
社会に
関する
啓発の
推進

2



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う

・学習参観では人権学習を公
開する機会を設け、保護者にも
発信できるようにした。
（全学年実施）
・保幼小連絡会の中で子どもの
実態を共有し、ジェンダー平等
の教育について、保幼小でつ
ながりのある教育活動の推進を
図った。

概
ね
実
施

＜課題＞
性差別を助長しない教育を発
達段階に応じて行うことができ
るようにする必要がある。
＜取組＞
保幼小連絡会や、合同の研修
会において、子どもの実態の共
有だけではなく、それぞれの教
育活動について交流したり、ど
のような教育活動が必要かを協
議したりしていく。

安
徳
南
小

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う

全学年でジェンダー教育をはじ
め、LGBTQに関する学習を
行った。また、職員の研修とし
て、人権・同和教育班が資料提
供を行った。

概
ね
実
施

計画的にジェンダー教育、
LGBTQに関する学習を全学年
で行っていく。また、職員研修、
保護者への啓発も行っていく。 岩

戸
北
小

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う

日頃から誰に対しても「～さん」
付けで呼ぶことを共通理解し指
導するなど、教育活動全体で
ジェンダー平等教育を行った。

実
施

課題：学年の状況に応じて指導
していく際に、低学年には、理
解が難しい面がある。

目標：ジェンダーについて正し
い知識をもち、差別をしない子
どもを育てる。

岩
戸
小

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う。

各学年のカリキュラムに位置づ
いているか確認し、全ての教育
活動において多様な考えを受
け入れることができる道徳教育
や人権学習を行うことができ
た。

概
ね
実
施

各学年のカリキュラムに位置づ
いている学習を確実に行うとと
もに、全ての教育活動において
多様な考えを受け入れることが
できる道徳教育や人権教育を
意図的・計画的に行っていく。

片
縄
小

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う。

カリキュラムに位置付け、学年
に応じたジェンダー平等教育を
実施した。

概
ね
実
施

課題：学年の状況に応じて指導
していく際に、低学年には、理
解が難しい面がある。

目標：ジェンダーについて正し
い知識をもち、差別をしない子
どもを育てる。

南
畑
小

無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う。

男女の分け隔てなく、学級活動
における係活動に取り組ませ
た。

一
部
実
施

教師を外部の研修に派遣する
ことができなかった。日常生活
の活動のなかで、様々な決め
つけや無意識のなかの偏見が
起こらないよう教師は研修し、
指摘できるようになる。

那
珂
川
北
中

多様な生き方を学ぶ学校
教育の推進

制服や校則において、男女共
通化に変更した。
校則検討委員会を開催した。

実
施

互いを認め合う風土やジェン
ダーについて理解を深めてい
く。
各学校行事において、多様な
性を認める配慮を実施する。
校則検討委員会を開催する。

那
珂
川
中
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番
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所
管
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無意識のうちに性差別を
助長しない教育を行う

制服検討委員会により、男女が
同じデザインの制服に変更し
た。また、教室内における名前
札等、色分けをすることなく、掲
示した。

概
ね
実
施

制服にとどまらず、校則全体の
見直しや検討を開始する。

那
珂
川
南
中

7 人権尊重の理念にそっ
た、一人ひとりの個性を
大切にする性教育を進め
る。

・１年～６年で、発達段階に応じ
た性に関する指導を、担任と養
護教諭が連携し、授業を実施
することができた。
　具体的には、体育科保健領
域４年生「育ちゆく体とわたし」
や５年生「心と健康」の学習に
おいて、性に関する指導を実施
した。

実
施

・本年度も昨年度同様、全ての
学年において担任と養護教諭
が連携した授業を実施するな
ど、性に関する指導の更なる充
実を図る。
・学習指導要領に準じた性に関
する指導（性教育）の内容を系
統的にカリキュラムに位置付け
る必要がある。

安
徳
北
小

人権尊重の理念にそっ
た、一人一人の個性を大
切にする性教育の推進を
図る。

計画的に命の大切さを学ぶとと
もに、一人一人の存在を尊重で
きる子どもを育成する性教育を
全学年で位置づけて実施した。
また那珂川南中ブロックの人権
同和教育研究会の発表会を行
い、教職員全員参加型の研修
会を開くことで人権意識を高め
た。

概
ね
実
施

計画的に命の大切さを学ぶとと
もに、一人一人の存在を尊重で
きる子どもを育成する性教育を
全学年で位置づけて実施す
る。
１年「たいせつなからだ」
２年「いのちはどうやってうまれ
たの」
３年「赤ちゃん誕生・大切な命」
４年「わたしの体・ぼくの体」
５年「性のグラデーション」
６年「奇跡の命について考えよ
う」

安
徳
小

一人ひとりの個性を大切
にする性教育の実施を図
ります。

・人権教育推進部や保健指導
推進部を中心に、人権教育や
健康教育ののカリキュラムを見
直し、発達段階に応じた人権教
育（性教育）を行うことができる
ようにした。
・学級担任だけではなく、専科
教員や養護教諭等様々な教員
が関わりながら授業を行うことで
個性を大事にした学習活動を
展開した。
（全学年、交換授業やTT授業
等の実施）

実
施

＜課題＞
子どもの実態をより的確に把握
し、きめ細やかな指導の充実を
図る必要がある。
＜取組＞
各推進部、学年、担任外教員と
の連携を図りながら、児童の実
態に応じたカリキュラムマネジメ
ントや授業の形態の工夫を行
う。

安
徳
南
小

性に対する正しい認識を
持った児童を育成する。

保健体育や道徳の学習を通じ
て、性に対する正しい知識を学
習した。また、健康診断等の機
会を通して、自分の体、友だち
の体の大切さを指導した。

概
ね
実
施

日常を通じて、繰り返し指導し
ていく。

岩
戸
北
小

授業を通じて各学年に応
じた教育を実施する。

・１年～６年で、発達段階に応じ
た性に関する指導を、担任と養
護教諭が連携し、授業を実施
することができた。
　具体的には、体育科保健領
域４年生「育ちゆく体とわたし」
や５年生「心と健康」の学習に
おいて、性に関する指導を実施
した。

実
施

課題：全ての学年において担
任と養護教諭が連携した授業
を実施し性に関する指導の更
なる充実を図る。

目標：学習指導要領に準じた性
に関する指導（性教育）の内容
を系統的にカリキュラムに位置
付け実施する。

岩
戸
小

児童・
生徒の
成長に
応じた、
人権の
視点に
立った
性教育
の実施

人権尊重
の理念に
そった、一
人ひとりの
個性を大
切にする
性教育の
実施を図
ります。

4



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

人権尊重の理念にそっ
た、一人ひとりの個性を
大切にする性教育を実
施する。

教科･領域間の関連を意識した
計画の作成を行う。また、これま
での指導を次年度にいかして
継続発展できるように引継ぎを
行うことができた。（下学年「じぶ
んだけのだいじなところ」、上学
年「境界線ってなに？」を活用
し、ジェンダー平等教育と関連
させて、授業を行った。）

概
ね
実
施

継続的な取組により、個性を大
切にすることについて理解が深
まってきているが、個によって理
解の差がまだある。これまで積
み重ねてきた実践を整理し、発
達段階に応じた個性を大切に
する性教育の実践を行う。

片
縄
小

道徳教育の中で、副読本
の活用等により、児童・生
徒に性別に関わらず個
人の能力や希望を尊重
する人権の視点での教
育を進める。

カリキュラムに沿って、男女平
等、性差別をしないなど一人一
人の個性を尊重する教育活動
を実施した。 概

ね
実
施

課題：お互いのよさを認め合
い、尊重しあう態度を今以上に
育てたい。

目標：副読本を活用し、ジェン
ダー平等教育を推進する。

南
畑
小

男女平等の理念にそっ
て、発達段階に応じて性
教育を実施する。

・人権学習で男女の平等、相互
理解・協力について、話し合わ
せ意見を出し合った。
・「性」について正しい知識を身
につけた生徒のため保健体育
科による保健指導を行った。

概
ね
実
施

内容が教科任せにならないよう
担任による人権学習や朝の会、
帰りの会での教師の話に取り入
れるようにする。

那
珂
川
北
中

人権尊重の理念にそっ
た、一人ひとりの個性を
大切にする生徒の育成

人権同和担当者の推進計画の
元、各学年計画に沿って実施し
た。

実
施

小中合同研修会を年2回以上
実施し、すべての学年で授業
公開を行う。

那
珂
川
中

人権尊重の理念にそっ
た、一人ひとりの個性を
大切にする性教育の実
施を図る。

LGBTQ等における職員研修を
実施し、地域や生徒に対する
個性の理解に努めた。

実
施

校則の変更内容をLGBTQ等の
視点からも適切なものへと変更
する。 那

珂
川
南
中

8 道徳授
業の充
実

道徳教育の中で、副読本
の活用等により、児童・生
徒に性別に関わらず個
人の能力や希望を尊重
する人権の視点での教
育を進める。

全ての学年で年間指導計画に
沿った授業を確実に実施するこ
とができた。

実
施

本年度も昨年度同様、全ての
学年で年間指導計画に沿った
授業を確実に実施するなどし、
道徳授業の充実を図る。 安

徳
北
小

道徳教育の中で、「かが
やき」「かがやき２」「わた
したちの道徳」等の副読
本の活用等により、児童
に性別に関わらず個人の
能力や希望を尊重する
人権の視点での教育を
進める。

道徳科の年間計画を踏まえた
授業づくりの中で育てた人権感
覚を、様々な教育活動の中で
生かすことが出来るような、教科
横断的な学習活動を実践した。
12月に学習参観で人権教育の
授業を公開した。

概
ね
実
施

道徳科の年間計画を踏まえた
授業づくりの中で育てた人権感
覚を、様々な教育活動の中で
生かすことが出来るような、教科
横断的な学習活動を実践す
る。

安
徳
小

道徳の授
業を通し
て、副読
本の活用
などによ
り、児童・
生徒に
ジェン
ダー平等
教育を進
めます。

5



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

道徳教育の中で、児童・
生徒に性別に関わらず
個人としての能力を尊重
する人権の視点での教
育を進める。

・道徳科と他教科や行事との関
連をカリキュラムに明記し、横断
的な学習を行うことができるよう
にした。
・道徳の授業において、交流活
動を仕組んだり、自分のことを
じっくり振り返ったりする時間を
確保したりすることで、性別に関
わらず互いを尊重しようとする
心情を育てることができるように
した。

実
施

＜課題＞
子どもの実態に応じて、どのよう
に道徳科の授業を仕組んでい
けば効果的であるのか、授業の
工夫・改善をさらに図っていく
必要がある。
＜取組＞
道徳科の授業における児童の
反応や成果課題を学年会で共
有し、授業改善に生かす。
「かがやき」「あおぞら」の副読
本を活用しながら、系統性のあ
る指導を行う。

安
徳
南
小

道徳教育の中で、副読本
の活用等により、児童・生
徒に性別に関わらず個
人の能力や希望を尊重
する人権の視点での教
育を進める。

道徳の学習の時間にジェン
ダー平等教育を進めた。

実
施

道徳教育の中で、性別に関わ
らず個人の能力や希望を尊重
する人権の視点での教育を進
める。 岩

戸
北
小

道徳教育の中で、副読本
の活用等により、児童・生
徒に性別に関わらず個
人の能力や希望を尊重
する人権の視点での教
育を進める。

全ての学年で年間指導計画に
沿った授業を確実に実施するこ
とができた。

実
施

目標：全学年で年間指導計画
に沿った授業を確実に実施し、
道徳授業の充実を図る。研究
発表会で公開授業を行う。 岩

戸
小

道徳教育や道徳の時間
の指導の中で副読本の
活用等により、児童・生徒
に性別に関わらず個人の
能力や希望を尊重する
人権の視点での教育を
進める

全ての学年で年間指導計画に
沿った授業を確実に実施し、道
徳授業の充実を図った。授業
参観･懇談で保護者への啓発も
行うことができた。

概
ね
実
施

本年度も昨年度同様、全ての
学年で年間指導計画に沿った
授業を確実に実施するなどし、
道徳教育や道徳授業の充実を
図るとともに授業参観･懇談（１２
月）等で保護者への啓発も行
う。

片
縄
小

人権標語等の作品出品
を教育課程上に位置付
け積極的に参加させる。

人権意識を高めるため、作品づ
くりの際に作品の趣旨等を理解
させながら取り組ませた。

実
施

目標：作品制作の時期を教育
活動と関連付けながら啓発や
授業の充実を図る。

南
畑
小

道徳教育の中で、副読本
の活用等により、児童・生
徒に性別に関わらず個
人の能力や希望を尊重
する人権の視点での教
育を進める。

LGBTQをテーマに人権学習を
1年生で2時間行い、生徒に性
別に関わらず個人の能力や希
望を尊重する人権の視点での
教育を進めた。 概

ね
実
施

道徳教育で、生徒の実態に
合った教材を開発し、児童・生
徒に性別に関わらず個人の能
力や希望を尊重する人権の視
点での教育をさらに進める。ま
た、指導案審議を行うことで、教
師の資質も向上させる。

那
珂
川
北
中

道徳教育の中で、副読本
の活用等により、児童・生
徒に性別に関わらず個
人の能力や希望を尊重
する人権の視点での教
育を進める。

道徳の授業において、個性尊
重の授業を実施した。

実
施

前年度の課題を踏まえ、道徳の
授業において、個性尊重の授
業の実施　那同研で実施内容
の検証を行う。 那

珂
川
中

6



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

道徳教育の中で、副読本
の活用等により、生徒に
性別に関わらず個人の
能力や希望を尊重する
人権の視点での教育を
進める。

性別にとどまらず、部落差別を
はじめ、ネット差別など、全職員
での授業研修を行った。

概
ね
実
施

発達段階(学年別)に応じたジェ
ンダー平等教育のカリキュラム
を作成する。 那

珂
川
南
中

9 児童を対象に男女共同
参画に関する標語や作
文などを募集し、作品を
啓発に活用することによ
り、男女共同参画の意識
を高め、男女が平等な関
係づくりができるようにす
る。

作品募集に応募することができ
た。日常的な男女平等意識の
醸成を図ることができた。

実
施

・男女共同参画社会に関する
作品募集を積極的に周知し、
応募促進を図る。
・市の人権作文や標語への取
組に男女平等の視点を加える
必要がある。

安
徳
北
小

児童を対象に男女共同
参画に関する標語や作
文などに積極的に取り組
む。

児童に男女共同参画に関する
標語や作文等の作品募集に参
加させることで、男女共同参画
社会への意識を高めた。 概

ね
実
施

児童に男女共同参画に関する
標語や作文等の作品募集に参
加させることで、男女共同参画
社会への意識を高めるとともに
お便り等で保護者にも知らせ、
保護者啓発を図る。

安
徳
小

男女共同参画社会に関
する標語や作文を募集
する。

男女参画社会の意義を考えな
がら、作品をつくることができる
よう、発達段階や学習内容を踏
まえ、標語や作文に取り組むこ
とができるようにした。

実
施

＜課題＞
単に作品募集に応募するだけ
ではなく、作品づくりを通して、
男女参画社会に向けて自分が
できることを考えることができる
ように仕組む必要がある。
＜取組＞
他教科との関連を図りながら作
品づくりを行う。

安
徳
南
小

男女共同参画に関する
作品募集に積極的に参
加する。

夏休みの作品募集で児童に男
女共同参画に関する標語や作
文等の作品募集に参加し、意
識を高めた。しかし、コロナ禍と
いうこともあり、学習参観、懇談
会は行えず、保護者への啓発
は行えなかった。

概
ね
実
施

作品募集に積極的に参加する
と共に、保護者への啓発も行
う。

岩
戸
北
小

男女共同参画に関する
標語や作文を募集する。

作品づくりの際に作品の趣旨等
を理解させながら取り組ませ
た。

実
施

目標：作品制作の時期を教育
活動と関連付けながら啓発や
授業の充実を図る。

岩
戸
小

全校児童を対象に男女
共同参画に関する標語
や作文などを募集し、作
品を啓発に活用します。

男女共同参画社会に関する作
品募集を各学年・学級で積極
的に周知し、応募促進を図っ
た。 概

ね
実
施

作品募集を図ったが、まだまだ
応募が少なかった。教科等の教
育活動と関連させ、その都度、
児童に声をかけたり、学習の中
で取り組んだりできるように計画
していく。

片
縄
小

男女共
同参画
社会に
関する
児童・
生徒の
作品募
集

児童・生
徒を対象
に男女共
同参画社
会に関す
る標語や
作文など
を募集し、
作品を啓
発に活用
します。

7



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

（回答シートなし） 作品づくりの際に作品の趣旨等
を理解させながら取り組ませ
た。

実
施

目標：作品制作の時期を教育
活動と関連付けながら啓発や
授業の充実を図る。

南
畑
小

男女共同参画に関する
標語や作文を募集する。

道徳教育との関連を図りなが
ら、男女共同参画に関する標
語や作文を長期休業中に募集
した。 概

ね
実
施

男女共同参画に関する標語や
作文を募集し、優秀作品を掲示
する。 那

珂
川
北
中

全ての生徒が作品を応
募できる。

夏休みの課題として、啓発作品
の制作を行った。

実
施

夏休みの課題として、啓発作品
の制作に今後も取組む。

那
珂
川
中

生徒を対象に男女共同
参画に関する標語や作
文などを募集し、作品を
啓発に活用する。

作文やポスター等の募集を行
い、作品を使った啓発活動はで
きなかった。

検
討

美術の授業や美術部の作品づ
くりにも男女共同参画社会の視
点を入れた教育を意識する。 那

珂
川
南
中

○全市民を対象に、男女
共同参画に関する標語
や作文などを募集する。
○市内の小・中学校につ
いては、校園長会で協力
を依頼する。○優秀作品
は人権フェスタや啓発冊
子「パートナー21」などで
紹介する。

市立小・中学校や市民を対象
に、男女共同参画に関する標
語や作文等の募集を行った。
市内の小・中学校については、
校園長会で協力を依頼した。作
品数は、ポスター21点、標語99
点、その他17点。優秀作品は
人権フェスタや啓発冊子「パー
トナー21」等で紹介した。

実
施

○令和5年度も市立小・中学校
と市民を対象に、男女共同参画
に関する標語や作文等の募集
を行う。
○市内の小・中学校について
は、校園長会で協力を依頼す
る。
○優秀作品は人権フェスタや
男女共同参画推進センターあ
いなか等で展示する。

人
権
政
策
課

10 外国語活
動、国際
交流事業
を通して、
ジェン
ダー平等
教育を推
進します。

外国語活動、国際交流
事業を通して、多様な生
き方を学び、性差や国籍
差を無意識に助長しない
ようにする。

ＡＬＴとの外国語の授業等で、
外国のジェンダー平等につい
て触れることができた。
　具体的には、６年生「学校の
宝物」で女子が学校に行けない
国について触れジェンダー平
等について考えた。

実
施

・外国語の授業等を通して、ＡＬ
Ｔと交流を行い、ジェンダー平
等教育の推進を図る。
・全ての学年にも広げる必要が
ある。

安
徳
北
小

外国語活動を通して，国
際理解教育を推進してい
く。

外国語科の学習や外国語活動
中や休み時間などに、ALTと積
極的に触れあう事を通して、日
本と外国の言語や文化につい
て、体験的に理解を深める活動
を工夫した。

概
ね
実
施

外国語科の学習や外国語活動
の中や休み時間などに、ALTと
積極的に触れあう事を通して、
日本と外国の言語や文化につ
いて、体験的に理解を深める活
動を工夫する。

安
徳
小

ジェン
ダー平
等の視
点をもっ
た国際
理解教
育の実
施

8



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

外国語活動やALTとの交
流を通して，国際理解教
育を推進する。

・学級担任、ALT、外国語専科
教員と細やかに打ち合わせを
行い、授業の中に教師やALT、
友達と交流する活動を効果的
に位置づけた。
・毎時間の外国語の授業の最
後に振り返りを行い、自分と他
者の関わり、外国の言語や文化
について考える時間を設けた。

実
施

＜課題＞
個々の実態に合わせたより効
果的な指導の工夫を行う必要
がある。
＜取組＞
ALTとの関わりやICTを活用し
ながら体験的な活動を仕組む。

安
徳
南
小

国籍や人種にかかわら
ず、一人の人間として、
同じように接することがで
きる児童の育成。

外国語活動や道徳の学習を通
じて、国籍や性別、人種にかか
わらず、個人を尊重する児童の
育成に努めた。 概

ね
実
施

外国語活動と他教科と連携しな
がら取り組んでいく。

岩
戸
北
小

ALT等と国際交流を行
い、外国の男女共同参画
を含めた人権教育につ
いて研修を行う。

ＡＬＴとの外国語の授業等で、
外国のジェンダー平等につい
て触れることができた。
　具体的には、６年生「学校の
宝物」で女子が学校に行けない
国について触れジェンダー平
等について考えた。

実
施

目標：全学年において外国語
の授業の中でのＡＬＴと交流を
行い、ジェンダー平等教育の推
進を図る。 岩

戸
小

外国語活動、国際交流
事業を通して、国際理解
教育を推進。

ALTと授業以外に学校行事や
休み時間の遊びで触れあう機
会を設けることができた、日本と
外国語や文化について、体験
的に理解を深めることができ
た。

概
ね
実
施

ＡＬＴとの交流が、中学年中心
になってしまった。全学年がで
きるように計画を立て、国際理
解教育を推進していく。また、
市の取組で本年度は６年生が
KGGで英語だけの世界を体験
することで、国際理解教育を計
画がある。

片
縄
小

・高学年「外国語科」、中
学年「外国語活動」を教
育課程上に位置付け、効
果的な指導を行う。

オーストラリアとの交流事業を通
して、外国の異文化を理解する
ことができた。

概
ね
実
施

目標：互いの国のよさを理解
し、尊重し合う交流を行う。

南
畑
小

ＡＬＴを活用した外国語
活動、国際交流事業、教
科授業等を通して、国際
理解教育を行う。

ＡＬＴを多数活用したイングリッ
シュイベントで、リアリティのある
国際理解教育ができた。

実
施

ＡＬＴを活用した外国語活動、
国際交流事業、教科授業等を
通して、今後も国際理解教育を
進めていく。

那
珂
川
北
中

外国語、国際交流事業を
通して、国際理解教育の
推進

世界の現実や新聞記事の掲示
を行った。

実
施

世界の現実や新聞記事の掲示
を継続するなど、社会の授業の
中でも取り扱っていく。

那
珂
川
中

9



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

外国語活動、国際交流
事業を通して、国際理解
教育を推進する。

英語の授業を中心としたALTと
の関わりの中から、国際理解へ
の深まりが得られた。

概
ね
実
施

2023年度はイングリッシュイベ
ント等の実施を予定しているた
め、さらにジェンダー平等等の
視点をもった教育活動を推進
する。

那
珂
川
南
中

11 男女平等な進路を含め
たジェンダー平等教育の
知識・技術を習得するた
め、教職員などへの研修
を実施するとともに、ジェ
ンダー平等教育内容に
ついて研究を行い、性差
を助長しない教育を行
う。

校内研修「人権教育」の中で
「ジェンダー平等教育」につい
て触れることができた。また，職
員連絡会等あらゆる機会に、保
健主事等が全教職員に対し周
知したり、共通理解を図った。
　具体的には、健康診断や更
衣の仕方について提案する
際、ジェンダー平等教育につい
て職員に考える機会を設けた。

実
施

本年度も教職員研修をはじめと
する様々な機会を通して、教職
員の知識・技能の習得を図る必
要がある。

安
徳
北
小

ジェンダー平等教育につ
いての研修を積み上げ
る。

人権教育に関する研修会の中
に「ジェンダー平等教育」の内
容を位置づけ、教職員間の意
識の向上を図った。 概

ね
実
施

長期休みの職員研修会で、人
権教育や「ジェンダー平等教
育」の内容を位置づけ、教職員
間の意識の向上を図る。 安

徳
小

性別にかかわらず，お互
いの人権を尊重する教育
により問題解決を図ること
ができるという考えから，
人権・同和問題について
の研修会を実施する。

市で実施の人権・同和教育研
究会への参加や、講師を招聘
して学校で行う人権教育の研
修会等において、自分の教育
活動について振り返るとともに、
研修で学んだことを活用し、教
育活動の充実。改善を図った。

実
施

＜課題＞
他校種と連携したジェンダー平
等教育の実施を推進していく必
要がある。
＜取組＞
小中連絡会や小中合同研修会
の実施を行い、将来を見据えた
ジェンダー平等教育の実施を
行うことができるようにする。

安
徳
南
小

人権・同和教育の視点に
立った研修の充実を図
る。

計画的に職員研修を行った。

概
ね
実
施

定期的・計画的に研修を行う。

岩
戸
北
小

性別に関わらずお互い
の人権を尊重する教育に
より問題解決を図れると
いう考えから人権・同和
問題研修会等を実施す
る。

外部講師を招聘する校内研修
は設定できなかったが、職員連
絡会等あらゆる機会に、保健主
事等が全教職員に対し、健康
診断や更衣の仕方等を周知
し、共通実践を行った。

概
ね
実
施

目標：教職員研修をはじめとす
る様々な機会を通して、教職員
の知識・技能の習得を図る必要
がある。 岩

戸
小

男女平等な進路・就職活
動を含めたジェンダー平
等教育の知識・技術を習
得するため、校内研修を
実施する。

コロナ禍で研修の機会が減り，
十分に研修を実施することがで
きなかった。オンライン研修や
オンデマンド研修等の情報を提
供するなど人権・同和問題講演
会や研修会等に積極的に参加
を促した。

概
ね
実
施

長期休みの職員研修会で、
「ジェンダー平等教育」の内容
を位置づけ、教職員間の意識
の向上を図る。また、引き続き、
オンライン研修やオンデマンド
研修等の情報を提供するなど
人権・同和問題講演会や研修
会等に積極的に参加を促す。

片
縄
小

学校教
育の場
におけ
るジェン
ダー平
等教育
のため
の教職
員等の
研修・
研究の
実施

男女平等
な進路・
就職指導
を含めた
ジェン
ダー平等
教育の知
識・技術
を習得す
るため、教
職員など
への研修
を実施す
るととも
に、ジェン
ダー平等
教育内容
について
研究を行
います。
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

校内組織における男女
共同参画を徹底し、校内
研修（一般研修）におい
て教職員の研修を充実
する。

ジェンダー教育についての一
般研修を行った。

概
ね
実
施

課題：コロナ禍で外部講師招聘
や学校外での研修の機会が
減った。

目標：研修計画に沿って教職
員の知識を高めるとともに、人
権感覚を身につける。オンライ
ン研修も活用していく。

南
畑
小

男女共同参画に関する
研修を実施する。

男女共同参画に関する研修を
実施できなかった。

未
実
施

男女平等な進路・就職活動を
含めたジェンダー平等教育の
知識・技術を習得するため、外
部指導者を招聘し教職員など
への研修を実施したり、授業研
修をしたり、市人権同和教育研
修に積極的に参加する。

那
珂
川
北
中

男女平等な進路・就職活
動を含めたジェンダー平
等教育の知識・技術を習
得する。

校内研修でのグループ協議を
通して職員の資質を高めた。

実
施

講師を招聘し、校内研修でのグ
ループ協議を通して職員の資
質を高める。

那
珂
川
中

男女平等な進路・就職活
動を含めたジェンダー平
等教育の知識・技術を習
得するため、教職員など
への研修を実施するとと
もに、ジェンダー平等教
育内容について研究を
行う。

LGBTQ等における職員研修を
実施し、地域や生徒対する個
性の理解に努めた。

実
施

昨年度に引き続き、夏休みに
LGBTQ等における職員研修会
を実施する。 那

珂
川
南
中

12 学校内
慣習の
点検

男性職員の育児・介護休
業など取得しやすい環境
づくりに努めるなど、男女
共同参画の視点で職場
環境づくりに努める。

男性職員へ子育てに係る休暇
等を取得しやすいような職場環
境の点検を行った。
　具体的には、育児を行ってい
る対象職員に対し、休暇等を取
得しやすくなるよう声かけを行っ
た。

実
施

本年度も昨年度同様に職場環
境の点検を実施する必要があ
る。

安
徳
北
小

男性職員の育児・介護休
業などの取得しやすい環
境づくりに努める。

教職員が自己の役割を自覚す
るとともに、組織の一員としての
意識を高めながら、仕事を進め
ることができる風土づくりに努め
た。

概
ね
実
施

男性職員の育児・介護休業な
どの取得しやすい環境づくりに
努め、誰もが子育てや家事を率
先して行えるような声かけをし
て、働き方改革を行っていく。

安
徳
小

教職員が男女共同参画
の視点でお互いを尊重し
合うことができる職場環境
づくりを推進する。

・職員連絡会等を活用し、特に
男性職員の育児・介護休暇の
取得について全職員への周知
を図った。
・個々の強みを生かすことがで
きるとともに、業務内容に偏りが
ないような校務分掌を位置づけ
た。
・男性・女性職員が協働して職
務を遂行できる学年研修会を
実施した。

実
施

＜課題＞
一人ひとりの教職員が職場の
中で男女共同参画の視点で当
事者意識をもって環境づくりに
関わることができるよう研修の工
夫を図る必要がある。
＜取組＞
ジェンダー平等の視点での職
場環境づくりのため、教職員が
自分のことを振り返ったり、自分
がどのような働きかけができるの
かを考えたりすることができる研
修を行う。

安
徳
南
小

男性職員
の育児・
介護休業
など取得
しやすい
環境づくり
に努める
など、ジェ
ンダー平
等の視点
で職場環
境を点検
します。
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

男女関係なく育児・介護
休業が取れる。

男性職員の育児・介護休業の
取得はなかったが、保育園への
お迎え等に行きやすい職場環
境にある。また、育児・介護休
業の取得しやすい環境づくりに
努めた。

一
部
実
施

男性職員も育児・介護休業が
取得するよう、意識改革に努め
る。

岩
戸
北
小

意識して男女区別なく取
得できるよう気をつける。

・男性職員へ子育てに係る休暇
等を取得しやすいような職場環
境の点検を行い、育児中の対
象職員に対し、休暇等を取得し
やすくなるよう声かけを行った。 実

施

目標：職場環境の点検を実施
し、課題があれば即時改善を行
う。管理職からも対象職員に積
極的に働きかける。 岩

戸
小

男性職員の育児・介護休
業など取得しやすい環境
づくりに努めるなど、男女
共同参画の視点で職場
環境を整える。

これまで同様に、学校の校務を
男女で区別するのではなく，分
担と協働を大切にして仕事を進
めることができた。

概
ね
実
施

引き続き、学校の校務を男女で
区別するのではなく，分担と協
働を大切にして仕事を進めると
共に、職員の意識高揚に努め
る。また、誰もが子育てや家事
を率先して行えるような声かけ
をし、働き方改革を行っていく。

片
縄
小

男性職員の育児・介護休
暇について周知を図ると
ともに、組織や役割分担
の見直しを通して職場環
境の点検・改善を図る。

男性職員の育児・介護休暇に
ついて周知を図った。

概
ね
実
施

課題：休暇制度を活用した男性
はいない。

目標：男性の育児休暇、介護休
暇への理解を深め、休暇を取り
やすい環境を整える。

南
畑
小

男女共同参画の視点で、
お互いを尊重し特性を生
かした職場環境をつく
る。

男女職員の区別なく育児・介護
休業を取得しやすい環境を整
えるため、教職員の男女共同
参画社会への意識を高めた。

実
施

男女共同参画の視点で、お互
いを尊重し特性を生かした職場
環境をつくる。 那

珂
川
北
中

男性職員の育児・介護休
業など取得しやすい環境
づくりに努め、男女共同
参画の視点で職場環境
を点検する。

職員研修で人権意識の高揚を
図った。　年3回

実
施

今後も職員研修を行っていく。

那
珂
川
中

男性職員の育児・介護休
業など取得しやすい環境
づくりに努めるなど、男女
共同参画の視点で職場
環境を点検する。

コロナ禍で地域交流はあまりで
きなかったが、家庭科の授業を
中心に子育てのあり方を学ぶ
時間は確保できた。 一

部
実
施

２０２３年度は地域と連携して子
育てサロンを実施し男女共同参
画の視点を通した子育ての実
際を体験できる活動を設定す
る。

那
珂
川
南
中
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

13 職業選択の自由及びそ
の意識改革を図り、学校
などの教育機関や飲食
店、販売店、福祉施設な
どでの職場体験活動や
キャリア教育などを通じて
望ましい進路選択ができ
るような進路指導に努め
る教育を推進する。

男女平等の職業選択意識の醸
成を図るキャリア教育を実施す
ることができた。

実
施

本年度も、さらに男女平等の職
業選択意識の醸成を図るキャリ
ア教育の充実を図る必要があ
る。

安
徳
北
小

男女共同参画社会を推
進するための労働観・職
業観の育成を図る。

各学年の総合的な学習の時間
の中で出会う様々な立場、職業
の人々との交流の際に、人の生
き方を考えさせる視点として、男
女共同参画の視点も取り入れ
た。

概
ね
実
施

低学年では「おうちの仕事調
べ」等の学習で家事や仕事に
関する調べ活動を通して男女
協働参画の意識を育んでいく。
また他の学年でも総合的な学
習の時間の中で出会う様々な
立場、職業の人々との交流の
際に、人の生き方を考えさせる
視点として、男女共同参画の視
点も取り入れていく。

安
徳
小

・社会生活にはいろいろ
な役割があることやその
大切さについて理解でき
るようにする。
・学んだり体験したりした
ことと生活や職業との関
連を考えることができるよ
うにする。

・キャリア教育の視点に沿って、
総合的な学習の時間や社会科
の学習等でゲストティーチャー
を活用した教育活動を行った。
・体験活動の後には、振り返り
を行い、自分の生活や生き方に
ついて考える時間を設定した。 実

施

＜課題＞
キャリア教育の視点を踏まえ
た、地域のひと、もの、ことを開
発を行い、教育活動の充実を
図る必要がある。
＜取組＞
様々な教科や教育活動におい
て、保護者や地域の方に関
わってもらい、社会生活での役
割を理解したり、労働観・職業
観を育成したりすることができる
ようにする。

安
徳
南
小

正しい労働観・職業観を
もった児童を育成する。

生活科、家庭科、道徳の学習を
通じて、性差に関係ない、正し
い労働観、職業観の育成に努
めた。 概

ね
実
施

今後もこれまでの取組を深化、
拡充するようにする。

岩
戸
北
小

様々な職業について知る
機会を与え、男女平等の
職業選択意識の醸成を
図る。

・男女平等の職業選択意識の
醸成を図るキャリア教育を実施
することができた。

実
施

目標：男女平等の職業選択意
識の醸成を図るキャリア教育の
充実を学年の実態に応じて実
施する。 岩

戸
小

職業選択の自由及びそ
の意識改革を図り、学校
などの教育機関や飲食
店、販売店、福祉施設な
どでの職場体験活動や
キャリア教育などを通じて
望ましい進路選択ができ
るような進路指導の基礎
を養う。

十分ではないがコロナ禍でも可
能な体験活動を工夫し、学習を
進めることができた。（個別学習
教室の児童だけではあるが、
キッザニアで職業体験を行っ
た）また、キャリアパスポートを活
用し、全ての学年で行うことが
できた。

概
ね
実
施

コロナに対する本年度は、さら
に男女平等の職業選択意識の
醸成を図るキャリア教育の充実
を発達段階に応じた内容で行
う。 片

縄
小

「総合的な学習の時間」
において職業選択の自
由及びその意識改革を
図り、キャリア教育などを
通じて望ましい進路選択
ができるような進路指導
に努める。

学年に応じたキャリアパスポート
作成し、引き継ぐことができた。

実
施

課題：キャリアパスポートの内容
を教育活動の中に計画的に位
置づける。

目標：キャリアパスポートの内容
の充実と次学年への引継ぎを
行う。

南
畑
小

男女共
同参画
社会を
推進す
るため
の労働
観・職
業観の
育成

職業選択
の自由及
びその意
識改革を
図り、学校
などの教
育機関や
飲食店、
販売店、
福祉施設
などでの
職業体験
学習や
キャリア教
育などを
通じて望
ましい進
路選択が
できるよう
な進路指
導に努め
ます。
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

さまざまな職業体験を行
い、男女平等の職業選択
意識の育成を図る。

キャリア教育を通じて、職業選
択の自由・望ましい進路選択が
できるような進路指導をすすめ
るとともに、人権学習の「統一応
募用紙」の学習で男女共同参
画社会を推進するための労働
観・職業観の意識改革を図っ
た。

実
施

さまざまな職業体験を行い、男
女平等の職業選択意識の育成
を図る。

那
珂
川
北
中

職業選択の自由及びそ
の意識改革を図り、学校
などの教育機関や飲食
店、販売店、福祉施設な
どでの職場体験活動や
キャリア教育などを通じて
望ましい進路選択ができ
るような進路指導をする。

差別事象に敏感になり、差別を
許さない学校集団の育成を
図った。

実
施

今後も差別事象に敏感になり、
差別を許さない学校集団を育
成する。

那
珂
川
中

職業選択の自由及びそ
の意識改革を図り、職場
体験活動やキャリア教育
などを通じて望ましい進
路選択ができるような進
路指導に努める。

1･2年生で上級学校について、
調べ・体験する学習活動を設定
した。また、3年生では地域の
方々とのふれあいを行い、様々
人とのな関わりの中から進路選
択ができるような指導を行った。

概
ね
実
施

男女共同参画社会における
キャリア教育の一環として、接
遇マナー指導等の充実を図る。 那

珂
川
南
中

14 保護者
に対す
る男女
共同参
画社会
に関す
る意識
啓発の
推進

地域、ＰＴ
Ａや子ど
も会育成
会連絡協
議会など
と連携し、
さまざまな
機会に男
女共同参
画社会に
ついて保
護者など
への情報
提供・啓
発を行い
ます。

保護者が対象の「男女共
同参画社会」をテーマに
した研修会を関係機関と
協力して開催する。

コロナ禍で開催回数が少なかっ
たこともあり、各自治公民館、
PTA、子ども会育成会連絡協議
会においては「男女共同参画
社会」に関する研修会を開催で
きなかった。

未
実
施

各自治公民館、PTA、子ども会
育成会連絡協議会と連携し、研
修会の講師やテーマを選定す
る際に「男女共同参画社会」の
研修会が開催できるよう助言・
支援を行う。

社
会
教
育
課

15 ジェン
ダー平
等の視
点での
生涯学
習事業
の実践
及び点
検・見
直し

現在実施
している
全ての生
涯学習事
業をジェ
ンダー平
等の視点
で見直し
を行い、あ
らゆる機
会を捉え
啓発を行
います。

市が行う学習活動のみな
らず、個々や地域が行う
学習活動が「ジェンダー
平等」及び「男女共同参
画」の視点で行われるよ
う、関係者（機関）と協力
して啓発を行う。

家庭教育学級において、コロナ
禍を経て子育てや家事に関し
て男女で関わり方に違いがある
ことが認識できる講座を実施し
た。ジェンダー平等の視点に
立ってもらえるよう家事に関わる
講座を開催したが、男性の参加
が少なった。 実

施

2023年度おいては、継続して
家事に関わる講座を開催すると
ともに、男性も参加しやすい講
座について検討を行う。

社
会
教
育
課

14



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

17 さまざま
な場、
団体へ
の男女
共同参
画出前
講座の
実施

出前講座
の手法を
使い、さま
ざまな場
や団体を
通じて啓
発を行い
ます。

○男女共同参画地域づ
くり推進委員会と行政が
共同で、地域や企業で講
演会を行う。

○座・しゃくなげの主な活動
　・市防災訓練（公演）
　・人権フェスタなかがわ2022
（ステージ発表）
　・市男女共同参画講座（公
演） 実

施

○令和5年度は、各区公民館研
修や商工会等での公演機会の
確保に向けて働きかけを行う。

人
権
政
策
課

18 男女共
同参画
社会に
関する
作品募
集

住民を対
象に男女
共同参画
社会に関
する標語
などを募
集し、作
品を啓発
に活用し
ます。

○全市民を対象に男女
共同参画に関する標語
や作文などを募集する。
○応募された作品は審
査を行い優秀作品を選
定し、表彰を行うととも
に、啓発冊子に掲載す
る。

市立小・中学校や市民を対象
に、男女共同参画に関する標
語や作文等の募集を行った。
市内の小・中学校については、
校園長会で協力を依頼した。作
品数は、ポスター21点、標語99
点、その他17点。優秀作品は
人権フェスタや啓発冊子「パー
トナー21」等で紹介した。

実
施

○令和5年度も市立小・中学校
と市民を対象に、男女共同参画
に関する標語や作文等の募集
を行う。
○市内の小・中学校について
は、校園長会で協力を依頼す
る。
○優秀作品は人権フェスタや
男女共同参画推進センターあ
いなか等で展示する。

人
権
政
策
課

19 家庭に
おける
男女の
固定的
役割分
業意識
の是正
のため
の広報・
啓発

地域活動
における
固定的性
別役割分
業が見直
されていく
よう、広報
を活用し
た情報提
供や、講
演会など
による啓
発を進め
ます。

〇区公民館人権問題研
修会などで、男女共同参
画地域づくり推進委員会
と行政が共同で、固定的
性別役割分業意識是正
のための講演会を行う。
〇講演会、講座、啓発冊
子「パートナー21」などで
啓発を行う。

○座・しゃくなげの主な活動
　・市防災訓練（公演）
　・人権フェスタなかがわ2022
（ステージ発表）
　・市男女共同参画講座（公
演）

実
施

○令和5年度は、各区公民館研
修や商工会等での公演機会の
確保に向けて働きかけを行う。

人
権
政
策
課

16 男女共
同参画
の講座・
研修会
の開催

ジェン
ダー平等
について
継続的に
学ぶ講座
や、専門
家を招い
てより多く
の人が参
加できる
研修会な
どを開催
します。

○令和5年度は、那珂川市男女
共同参画プランの事業計画に
沿った講座内容を企画する。

実
施

人
権
政
策
課

○男女共同参画講演会（録画
配信）
　テーマ：ママ目線くらし安心術
～もしもに備えるいつも～
　講師：柳原 志保さん（歌う防
災士しほママ）

○男女共同参画講座
　第1回
　テーマ：「女性の視点からの防
災」～身近なもので命を守る～
　講師：男女共同参画ネット
ワーク春日
　第2回
　テーマ：「地域リーダーを目指
す女性研修会報告会」～ジェン
ダー川柳からみる男女共同参
画など～
　講師：八代　由美さん、常深
陽子さん他
　第3回
　テーマ：多様な性と子どもたち
　講師：牛島　彩さん
（BeMyFriend！LGBT代表）
　第4回
　テーマ：「男性にとっての男女
共同参画～料理編～」
　講師：貞方　伸彦さん、柴山
光生さん
　協力：八代　由美さん
　第5回
　テーマ：「おお！こわっ！ハラ
スメント」
　講師：「座・しゃくなげ」

○男女共同参画週間に
合わせ講演会を開催す
る。
○年間5回講座を開催す
る。
○市職員を対象に研修
を実施する。

15
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2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
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名

20 女性が
あらゆる
場に参
画する
ための
エンパ
ワーメン
ト講座
の開催

女性がさ
まざまな
分野に参
画していく
ために必
要な基本
的素養を
育成する
エンパ
ワーメント
講座を実
施します。

○エンパワーメントの学
習の場を提供するため
に、男女共同参画講座を
開催する。

○第2回男女共同参画講座
　テーマ：「地域リーダーを目指
す女性研修会報告会」～ジェン
ダー川柳からみる男女共同参
画など～
　講師：八代　由美さん、常深
陽子さん他 実

施

○令和5年度も引き続き女性の
エンパワーメントに関する講座
を行う。那珂川市男女共同参画
プランの事業計画に沿った講
座内容を企画する。 人

権
政
策
課

21 女性の
地域活
動や意
思決定
の場へ
の参画
推進

女性が地
域活動や
意思決定
の場へ関
心を持
ち、参画し
ていくた
めの取り
組みを支
援を推進
します。

地域防災活動において、
女性が参画していくため
の取り組みを支援する。

市防災訓練において、「座・しゃ
くなげ」による避難所運営訓練
展示を行い、コロナ禍の避難所
運営ゲームを通じ、男性のみで
なく女性も避難所運営に係わる
ことの大切さを伝えた。 実

施

●課題
地域防災活動への女性の参加
に対する理解の促進を図る。
●取組・目標
自主防災組織等に対して、地
域防災活動（避難行動や避難
所運営など）における男女共同
参画の視点の必要性を、これま
で同様、継続して啓発してい
く。

安
全
安
心
課

審議会や関係団体への
支援等で女性の活動や
意思決定の場への参画
支援を行うための情報提
供を行う。

シニアクラブが女性部長会議を
実施しており、参加支援のため
の補助金を交付した。

実
施

女性が地域活動や意思決定の
場に参画しやすくなるよう支援
していく。 高

齢
者
支
援
課

女性が地域活動や意思
決定の場へ関心を持ち、
参画していくための取り
組みを支援します。

各小中学校でコミュニティス
クールの取り組みである学校運
営協議会を実施した。学校運
営協議会の委員は、女性39
名、男性108名で女性の割合
26.5％である。

概
ね
実
施

女性が地域活動や意思決定の
場へ関心を持ち、参画していく
ため、コミュニティスクール等の
取り組みを継続して行う。

学
校
教
育
課

那珂川市婦人会をはじ
め、女性の地域活動や意
思決定の場への参画支
援を行う社会教育関係団
体を支援する。

6月県婦連総会および10月九
婦連総会（長崎県）で、情報交
換を行い,公式な場での女性が
意思決定にかかわることについ
て意見交換することができた。 実

施

意思決定の場に参加し、意見
を持つためには、婦人会員自
体が地域の情報だけではなく、
さまざまな社会情勢に対してア
ンテナを持つことが必要であ
る。本年度の県婦連総会や九
婦連総会（鹿児島県）では、さら
に見識を広めたい。

社
会
教
育
課

民生委員児童委員につ
いて女性の参画を支援
する。

2022年12月に委員の改選を
行ったが、委員及び役員とも女
性が半数を超えている。

実
施

引き続き、女性が地域活動や
意思決定の場に参画しやすく
なるよう支援していく。 生

活
福
祉
課

　情報提供の場面で、女
性に限らず多くの住民に
関心を持ってもらえるよう
に周知していく。

情報提供の場面では女性に限
らず多くの住民に関心を持って
もらえるように周知できたが、女
性の参画支援を主とした取り組
みは出来なかった。

概
ね
実
施

情報提供の場面で、女性に限
らず多くの住民に関心を持って
もらえるように周知していく。
また、女性には参加・関心が持
ちづらいものについては、女性
の参画が可能であることがわか
る情報提供を行う。

人
事
秘
書
課
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番
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事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

○「女性人材リスト設置要
綱」に基づき、女性が政
策、方針決定過程の場
へ参画できる環境を整え
るため、女性人材リストの
登録者を増やし、各課へ
登録者の情報提供を行
う。

○人材活用を図るため、各課
へ情報提供を行った。
○審議会等の委員に女性人材
リストから8名の活用を図った。

実
施

○広報やホームページ等を活
用し、引き続き募集を行う。
○各課へ情報提供を行い、人
材活用を図る。
○男女共同参画を推進する団
体等を通じ、得意分野を有する
女性へ登録を依頼し、登録者
数を増やす。

人
権
政
策
課

那珂川市婦人会をはじ
め、女性の地域活動や意
思決定の場への参画支
援を行う社会教育関係団
体を支援する。

ＰＴＡ研修開催への支援したり、
オンラインによる研修、協議会
等への参加を促したりし、様々
な活動に関心をもつと共に、考
えたり意見を出したりする機会と
なるようにした。

実
施

今後も、様々な協議会や委員
会、研修会等に参加しやすくな
るような体制を整えたり、支援を
行っていく。また、ＰＴＡ活動や
地域活動へ参加しやすくなるよ
う支援を行っていく。

岩
戸
幼
稚
園

22 男女共
同参画
研修な
どへの
参加支
援

男女共同
参画研修
に関する
情報提供
及び研修
事業への
参加を支
援します。

〇「日本女性会議」など
各種研修会の開催につ
いて、男女共同参画推進
団体に情報提供を行う。

○市の事業をはじめ、国・県・
近隣市町村等主催の研修会に
ついて、随時情報提供を行っ
た。

実
施

○今後も引き続き情報提供を
行う。

人
権
政
策
課

23 ジェン
ダー平
等の視
点に
立った
外国人
との交
流や情
報交換
等の実
施

海外の
ジェン
ダー平等
の状況に
ついて関
心を持
ち、よりよ
い社会づ
くりをめざ
していくた
め、外国
人との交
流や情報
交換等を
図ってい
きます。

世界各国の「男女共同参
画」の状況を知ることがで
きる事業を那珂川市国際
文化交流サークルほか
関係機関と協力して行
う。

新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から、中止・変更と
なる事業が多かったが、感染症
対策を講じ実施した日帰りバス
ハイクでは留学生との交流を深
めることで、様々な国の男女参
画の状況を知ることができた。

一
部
実
施

コロナ禍での活動に対して、対
策の助言を含め、国際文化交
流サークルの事業の支援を
行っていく中で様々な国の人と
の交流を深めていく。
9月　国際交流バスハイク
2月　やまもも観劇会
3月　国際交流留学生お別れ会

文
化
振
興
課
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（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
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24 ジェン
ダー平
等の視
点に
立った
人権啓
発の推
進

消防団など関係団体に
対し、ジェンダー平等の
視点に立った人権啓発
の推進を行う。

令和4年7月6日に那珂川市消
防団同和問題研修会を、「一人
一人が大切にされる那珂川市」
という演題で実施した。 一

部
実
施

●課題
関係団体に対する研修の中に
ジェンダーなどのテーマを盛り
込むことができないか検討する
必要がある。
●取組・目標
研修内容にジェンダーの内容
を盛り込むように検討する。

安
全
安
心
課

－

市広報誌やホームページ等の
情報発信においてジェンダー
意識を助長しないように表現や
内容を精査しながら掲載する原
稿の作成を行った。また、掲載
内容について男女共同参画の
視点で確認を行った。

実
施

引き続き、市広報誌やホーム
ページ等の情報発信において
ジェンダー意識を助長しないよ
うに表現や内容を精査しながら
掲載する原稿の作成を行う。ま
た、掲載内容について男女共
同参画の視点で確認を行う。

教
育
指
導
室

教職員等が人権研修を
受ける

令和4年6月にミリカローデン那
珂川にて教職員を対象とした学
習会を実施した。

実
施

今後も教職員の男女共同参画
を含めた人権意識を高めていく
ために、様々な研修への参加
を促していく。

教
育
総
務
課

指名競争入札参加資格
審査申請書を提出する
事務所に対し、男女共同
参画推進状況を調査し
公表する。

指名競争入札参加資格審査申
請書を提出する事業所に対し、
男女共同参画推進状況の調査
を行った。

実
施

ジェンダー平等の視点に立った
人権啓発の推進に活用されて
いるため、引き続き、指名競争
入札参加資格審査申請書を提
出する事業所に対し、男女共
同参画推進状況を調査し、公
表する。

行
政
経
営
課

事業計画：ジェンダー平
等の社会を目指す。
（目標値：１００％）

女性の就労支援についてのチ
ラシを窓口等に設置した。 概

ね
実
施

関係団体に対し、ジェンダー平
等の視点に立った人権啓発を
行う。

産
業
課

社会教育関係団体等が
事業を実施する際に、
ジェンダー平等の視点が
反映されるよう支援する。

自治公民館や各社会教育関係
団体が研修会を開催する際
に、司会の選出や講師へのお
茶出しなどは、性別による固定
的役割分担意識を持たずに役
割分担がなされるよう助言・支
援した。

実
施

自治公民館や社会教育関係団
体が事業を実施する際に、固
定的役割分担意識にとらわれ
ずに事業を実施しているか点
検し、ジェンダー平等の視点に
立った事業実施がなされるよう
今後も支援していく。

社
会
教
育
課

民生委員児童委員協議
会において男女共同参
画の推進を目的とした研
修会を行う。

協議会の定例会において、人
権問題研修会を実施した。

一
部
実
施

基本的人権の尊重は、民生委
員児童委員の基本姿勢であ
る。協議会の定例会等における
人権・同和教育に係る研修の
実施について、協議会、各委員
への支援を図っていく。

生
活
福
祉
課

住民や関係団体に対し、
ジェンダー平等の視点に
立った人権啓発を積極
的に推進する。

8月の区長会前に、区長会（36
名※1名欠席）と選挙管理委員
会（4名）に対し、「那珂川市部
落差別の解消の推進に関する
条例」について60分間の研修を
実施したが、ジェンダー平等に
関する内容までは至らなかっ
た。

検
討

2022年もジェンダー平等に関
する研修会の開催検討にまで
は至らなかった。しかし、8月の
研修時のアンケートにて、今後
の研修で取り上げてほしいテー
マの項目において数名の方が
女性の人権や性の多様性を選
択していたため、定期的にテー
マとして取り上げる内容として検
討する。

総
務
課

住民や関
係団体に
対し、ジェ
ンダー平
等の視点
に立った
人権啓発
を推進し
ます。
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

○男女共同参画地域づ
くり推進委員会と共同で
行う講演会などで、ジェン
ダー平等の視点に立った
人権啓発を推進する。

○寸劇「おお！こわっ！ハラス
メント」を新規作成。
○主な活動
　・市防災訓練（公演）
　・人権フェスタなかがわ2022
（ステージ発表）
　・市男女共同参画講座（公
演）

実
施

○あすばるフォーラム団体企画
への参画を検討する。
〇公演や活動機会の確保・拡
充を図る。
○団員の新規確保を図る。

人
権
政
策
課

社会教育関係団体等が
事業を実施する際に、
ジェンダー平等の視点が
反映されるよう支援する。

幼児一人ひとり、また、保護者
の人権を尊重した教育活動を、
ジェンダー平等の視点に立ち
行った。園だよりや園行事を通
しても、その大切さを伝えて
いった。
制服も廃止し、同じ園児スモッ
クを採用している。

実
施

今後も、幼稚園においては、幼
児の姿や教育活動のあり方を
通して、ジェンダー平等の視点
に立ち、一人ひとりの人権を尊
重した教育の大切さを伝えてい
く。そのことが、将来、人権感覚
を身につけた人間を育てていく
ことにつながるということを保護
者、関係団体、市民等に発信
し、ジェンダー平等の視点に
立った人権啓発を推進してい
く。

岩
戸
幼
稚
園

女性が地域活動や意思
決定の場へ関心を持ち、
参画していくための取り
組みを支援します。

クラス懇談会が開催でき、保護
者向けの手紙等にてジェン
ダー平等の視点に立った人権
啓発を推進することがある程度
できた。 実

施

今後もクラス懇談会や手紙等に
て　ジェンダー平等の視点に
立った人権啓発を推進してい
く。

中
央
保
育
所

25 市民を対象にしたメディ
ア・リテラシーが向上でき
る講座を関係機関と協力
して開催する。

家庭教育学級において、
ZOOM導入講座を実施し、SNS
を活用した講座への参加方法
や利点について学習し、メディ
ア・リテラシーの重要性を学べ
る講座が開催できた。子どもと
SNSやインターネットの関りは受
講者の関心が高いことを認識し
た。

実
施

2023年度は、引き続きメディア・
リテラシーを鍛えることができる
講座の検討・導入を行う。

社
会
教
育
課

新規採用職員研修の情
報セキュリティー研修及
び男女共同参画研修の
中でメディアリテラシーに
関する内容を盛り込むよ
う配慮する。

新規採用職員研修において、メ
ディアリテラシーに関する内容
を盛り込んだ情報セキュリ
ティー研修及び男女共同参画
研修を実施した。 実

施

新規採用職員研修の情報セ
キュリティー研修及び男女共同
参画研修の中でメディアリテラ
シーに関する内容を盛り込むよ
う配慮する。

人
事
秘
書
課

情報収集能力及び情報
の取捨選択などに関する
能力を育成するための支
援を行い、メディア・リテラ
シーを育成する教育を進
める。

ICT教育のカリキュラムの中に、
必要な情報を取捨選択する能
力の育成に関する内容を位置
付けた。

実
施

本年度もICT教育を中心に、必
要な情報を取捨選択する能力
の育成を図る必要がある。

安
徳
北
小

情報収集能力及び情報
の取捨選択などに関する
能力を育成する。

「家庭学習強化週間・ノーメディ
アデ－」の取組を通して、定期
的に家庭と連携を図りながら  、
適切なメディアの活用の仕方を
啓発した。

概
ね
実
施

家庭学習強化週間・ノーメディ
アデ－」の取組を通して、定期
的に家庭と連携を図りながら  、
適切なメディアの活用の仕方を
啓発し、実施の状況をお便り等
で紹介し、啓発を図っていく。

安
徳
小

必要な
情報を
取捨選
択し、自
らを守る
ためのメ
ディア・
リテラ
シー向
上支援

情報収集
能力及び
情報の取
捨選択な
どに関す
る能力を
育成する
ための支
援を行い
ます。
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番
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事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

パソコン等の情報機器を
利用して，情報収集能力
及び情報の取捨選択に
関する能力を育成する。

・講師の先生を招き、「保護者と
学ぶ情報リテラシーの学習」を
行い、保護者の意識を高めるこ
とができるようにした。
・SNSや無料通話アプリなどの
危険性について保護者への啓
発を年間を通して行った。 実

施

＜課題＞
ICT関係については時代ととも
に急速に変化してくるので、教
師が変化に応じてICT活用指
導力を高め児童に適切な指導
を行う必要がある。また、保護者
の意識を高める必要がある。
＜取組＞
校内で、教職員がICTについて
学ぶことができる場を設けたり、
保護者への啓発を繰り返し行っ
ていく。

安
徳
南
小

情報収集能力及び情報
の取捨選択などに関する
能力をもった児童を育成
する。

高学年を対象に、外部講師を
招いて学習を行った。また、家
庭学習教科習慣・ノーメディア
デーの取組を行った。 概

ね
実
施

日常的に指導するよう、教育計
画を作成する。また、地域・家
庭と連携して取り組んでいく。

岩
戸
北
小

情報機器を利用して情報
収集能力及び取捨選択
に関する能力を育成す
る。

・ICT教育のカリキュラムの中
に、必要な情報を取捨選択する
能力の育成に関する内容を位
置付けた。

実
施

目標：ICT教育を中心に、必要
な情報を取捨選択する能力や
情報を吟味する能力の育成を
図る必要がある。 岩

戸
小

コンピュータ活用により、
情報収集能力及び情報
の取捨選択などに関する
能力を育成する。

継続的にSNS活用のルールや
マナーの指導、ネットいじめ防
止等の教育も併せて行うことが
できた。5年生に向けて、保護
者と学ぶ規範意識事業を活用
し、ネットの危険性に親子で学
ぶ機会を設けた。５年生の保護
者だけでなく、全保護者に参加
を呼びかけるなどの保護者への
啓発も行うことができた。

概
ね
実
施

ネットによるトラブルは多様であ
り、なくならない。継続的にSNS
活用のルールやマナーの指
導、ネットいじめ防止等の教育
も併せて行っていくと共に、デ
ジタルシティズンシップ教育の
充実や保護者への啓発も定期
的に行っていく。

片
縄
小

多様な読書とＩＣＴ活用の
機会に親しませ、リテラ
シーの向上と情報モラル
の育成を行う。

学年に応じた情報スキルや情
報モラルの指導を行った。

実
施

課題：SNS等の情報モラル指導
を計画的に行う。

目標：家庭と連携した「うち読」
の推進やオンライン授業の整備
の充実させながら、情報モラル
指導の充実を図る。

南
畑
小

情報収集能力及び情報
の取捨選択能力を育成
する。

様々な学校行事や総合学習で
情報収集能力及び情報の取捨
選択能力の学習を行った。

実
施

生徒全員にタブレットを配って
おり、機を見て、メディアリテラ
シーを進める。 那

珂
川
北
中

情報収集能力及び情報
の取捨選択などに関する
能力の育成

ＩＣＴシチズンシップ教育を実施
した。

実
施

ＩＣＴシティズンシップ教育を毎
日実施していく。

那
珂
川
中
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情報収集能力及び情報
の取捨選択などに関する
能力を育成するための支
援を行う。

一人一台の端末（タブレット）の
活用により、学習課題に応じた
情報を収集し、取捨選択してい
く、活動を仕組むことができた。 概

ね
実
施

情報活用能力の向上を目指
し、学校全体でのカリキュラム作
成に努める。 那

珂
川
南
中

26 広報誌やホームページ
の掲載について、イラスト
や標記内容などジェン
ダー平等意識を高める配
慮を行う。

広報誌やホームページに加え
て独自に作成するチラシや説
明会資料の掲載について、イラ
ストや標記内容など、ジェン
ダー平等の視点からの表現・工
夫を意識した。

実
施

今後も継続して実施する。

こ
ど
も
応
援
課

広報等を行う際は、ジェ
ンダー意識を助長しない
よう配慮する。

災害の発生が多くなる時期の
前に広報紙で防災に関する特
集を作成し、ジェンダー意識を
助長しないよう配慮した。

実
施

今後も広報等を行う際には、継
続して配慮に努めていく。

安
全
安
心
課

下水道排水設備工事責
任技術者等の講習案内
等の周知について、応募
要項、文書などジェン
ダー意識を助長するよう
な表現になっていないか
チェックして情報提供す
る。

情報発信において、ジェンダー
平等の視点で表現等をチェック
し情報提供を行った。

概
ね
実
施

情報発信において、ジェンダー
平等の視点から表現等をチェッ
クして情報提供を行うことをより
徹底させる。 下

水
道
課

市広報紙やホームペー
ジ等の情報発信におい
てジェンダー意識を助長
させない

掲載内容等について、男女共
同参画の視点でチェックを行っ
た。

概
ね
実
施

今後も継続してホームページ等
の掲載内容について、全職員
で男女共同参画の視点で
チェックを行っていく。

教
育
総
務
課

市広報紙やホームペー
ジ等の情報発信におい
てジェンダー意識を助長
させない。

掲載内容について、男女共同
参画の視点でチェックを行っ
た。

実
施

市広報紙やホームページ等の
情報発信において、男女共同
参画の視点でチェックを行う。 学

校
教
育
課

広報誌やホームページ
の掲載について、イラスト
や標記内容などジェン
ダー平等意識を高める配
慮を行う。

広報紙やホームページについ
て、ジェンダー平等意識を高め
る配慮を行い、記事の作成や
掲載を行った。

実
施

広報紙やホームページの掲載
について、イラストや掲載内容
など、ジェンダー平等意識を高
める配慮を行う。 健

康
課

広報やホームページ等
に記事を掲載する際、内
容にジェンダー平等意識
を助長するような表現に
ならないように努める。

ホームページに記事を記載す
る際に、ジェンダー平等の視点
から表現等について点検を
行った。

実
施

引き続き、情報発信において
ジェンダー平等の視点から表現
等を職員間で確実にチェック
し、情報提供を行っていく。 建

設
課

町広報紙
やホーム
ページな
どの情報
発信にお
いてジェ
ンダー平
等意識を
高めるよう
十分配慮
を行いま
す。

町の情
報発信
への女
性の参
画と、
ジェン
ダー平
等の視
点での
配慮
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所
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市広報紙やホームペー
ジの原稿について、男女
共同参画の視点で情報
発信されているかチェッ
クする。

掲載記事について、掲載依頼
前の担当内での確認、広報編
集委員の確認による二重チェッ
クを行った。

実
施

掲載記事について、男女共同
参画の視点に基づき発信され
ているため、引き続き二重
チェック及び男女共同参画の
視点で情報発信されているか
確認する。

行
政
経
営
課

情報発信を行う際には、
ジェンダー平等の視点で
十分配慮を行う。

広報紙の挿絵等を性別に基づ
く固定化した概念にとらわれな
いように配慮した。

実
施

情報発信を行う際には、ジェン
ダー平等の視点で十分配慮を
行う。 高

齢
者
支
援
課

事業計画：広報誌やホー
ムページなどの情報発信
において平等意識の定
着を目指す。

ジェンダー平等の視点で表現
について点検を行った。

概
ね
実
施

今後も情報発信の際は男女共
同参画の視点について配慮す
る。

産
業
課

市広報紙やホームペー
ジ等の情報発信におい
てジェンダー意識を助長
しないよう配慮する。

チラシや説明会資料の掲載に
ついて、イラストや標記内容な
どジェンダー平等意識を高める
ような配慮を行った。

実
施

情報発信の場においては、特
にジェンダー意識を助長しない
ような表現、工夫を意識する。 子

育
て
支
援
課

広報やホームページに
情報を掲載する際に性
別にとらわれない表現を
使います。

広報やホームページにおいて
男女共同参画の視点による情
報発信に努めた。

一
部
実
施

今後も継続して行っていく。

障
が
い
者
支
援
課

広報誌やホームページ
の掲載について、イラスト
や標記内容などジェン
ダー平等意識を高める配
慮を行う。

広報紙やホームページの掲載
について、偏った表記等になら
ないようジェンダー平等意識を
高める配慮を行った。 概

ね
実
施

ジェンダー平等の重要性を改
めて認識したうえで、情報発信
における原稿チェック等、日常
的に意識していく必要がある。 市

民
課

ジェンダー平等の視点に
立って情報を発信する。

ジェンダー平等の視点に立った
募集チラシを製作した。公開講
座や乳幼児講座といった一般
の市民が参加できる講座や親
子で参加できる講座には、男女
問わず、参加があった。 実

施

2022年度は、一般の市民が参
加できる講座や親子講座に関
しては、おおむね土曜日に開
催し、家族で参加する機会を作
ることが出来た。
2023年度についても、休日に
親子で参加できる講座や一般
市民参加型の講座を設定し、よ
り多くの市民の方々に参加を促
したい。

社
会
教
育
課
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所
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市広報誌やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

市広報誌やホームページなど
の情報発信においてジェン
ダー平等意識を高めるよう配慮
を行った。 概

ね
実
施

引き続き、情報発信において
ジェンダー平等意識を高めるよ
う十分配慮を行う。

収
納
課

広報やホームページに
情報を掲載する際に性
別にとらわれない表現を
使う。

男女共同参画の視点で、性別
にとらわれない情報発信を行い
ました。

実
施

引き続き、広報やホームページ
にを活用し、性別にとらわれな
い表現で、広く情報を発信して
いきます。

生
活
福
祉
課

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

ジェンダー平等の視点から表現
等をチェックし,情報提供を行っ
たことで、十分に配慮した情報
発信ができた。 概

ね
実
施

市広報紙やホームページなど
の情報発信において、引き続
き、ジェンダー平等意識を高め
るよう十分配慮を行う。 環

境
課

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

市広報紙やホームページなど
の市税に関する情報発信にお
いて、ジェンダー平等意識を高
めるよう十分配慮を行った。

実
施

引き続き、情報発信において
ジェンダー平等意識を高めるよ
う十分配慮を行う。

税
務
課

情報発信する際に、ジェ
ンダー意識を助長しない
ことはもちろん、ジェン
ダー平等意識も高められ
るよう配慮する。

情報発信する際に、ジェンダー
意識を助長しないことはもちろ
ん、ジェンダー平等意識も高め
られるよう配慮した。

実
施

情報発信する際に、ジェンダー
意識を助長しないことはもちろ
ん、ジェンダー平等意識も高め
られるよう配慮する。
引き続きジェンダー平等の情報
発信を行う。

人
事
秘
書
課

広報掲載記事について
ジェンダー意識を助長す
る表現になっていないか
をチェックする。

掲載記事についてジェンダー
平等の視点で点検を行った。

実
施

掲載記事について、掲載依頼
前の担当内での確認、広報編
集委員の確認による二重チェッ
クを継続する。 総

務
課

広報やホームページに
記事を掲載する際には、
内容がジェンダー意識を
助長する表現になってい
ないかを注意する。

ホームページやインスタグラム
など、情報発信を行う際に表現
や写真に関して、男女共同参
画の視点で点検を行った。

実
施

引き続き情報発信を行う際に
は、男女共同参画の視点で配
慮を意識する。 地

域
づ
く
り
課

広報やホームページに
記事を掲載する際には、
内容がジェンダー意識を
助長する表現になってい
ないかを注意する。

市の情報発信への女性の参画
と、広報紙や所属で発行してい
るチラシ等での情報発信にお
いて、男女共同参画の視点で
の配慮を行った。 実

施

今後も情報発信の際には男女
共同参画の視点に配慮する。

都
市
計
画
課
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

ジェンダー平等の視点に
立って情報を発信する。

男女共同参画の視点で配慮を
行い、情報を発信した。

概
ね
実
施

引き続きチラシやホームページ
内の表現について、性別による
役割の固定意識を助長しない
よう注意して作成すると共に、
ジェンダー平等意識を持ち情
報を発信する。

文
化
振
興
課

情報発信においてジェン
ダー平等意識を高めるよ
う十分配慮を行う。

学校通信、学級通信や学校HP
等において、男女平等の意識
をもって、偏りのない掲載を心
がけることができた。

実
施

本年度も昨年度同様、男女平
等の視点を重視した情報発信
を行う必要がある。

安
徳
北
小

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

学校からの情報発信の際に
ジェンダーの視点を取り入れて
いくことはもとより、学習場面に
も意図的に取り入れた。

概
ね
実
施

学校からの情報発信の際に
ジェンダーの視点を取り入れて
いくことはもとより、新入生の学
用品選定、学校行事での様々
な規定に対し、もう一度性差別
の視点はないか見直しを図って
いく。長期休みの一般研修等
で，講師を招聘し、ジェンダー
平等の視点をもつ研修をしてい
く。

安
徳
小

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

・市広報誌等を職員に回覧した
り、職員の意識を高めることが
できるようにした。
・市からの情報発信に合わせ
て、意識的に学校からの発信を
行った。

実
施

＜課題＞
より意識を高めるために、意図
的・計画的な発信が必要であ
る。
学校からの情報発信の際に
ジェンダー平等の視点に立って
いるかを再度見直し、意識を高
める必要がある。
＜取組＞
学校からの情報発信や様々な
教育活動において、ジェンダー
平等視点になっているか全職
員で見直しを図っていく。
市からの情報発信に合わせて、
学校からの発信を継続して行
う。

安
徳
南
小

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

委員会の委員決め、運動会の
団長決め、学級代表児の選出
など、あらゆる場面で長・副に
男女を固定することなく、また、
片寄りがないよう配慮した。

概
ね
実
施

学校便り、学級便りを通じて、保
護者への啓発を行っていく。

岩
戸
北
小

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

学校通信、学級通信や学校HP
等において、男女平等の意識
をもって、偏りのない掲載を心
がけることができた。

実
施

目標：男女平等の視点を重視し
た情報発信や保護者への啓発
を継続して行う。

岩
戸
小

ホームページなどの情報
発信においてジェンダー
平等意識を高めるよう十
分配慮を行う。

学校からの配付物、ホームペー
ジ等は、ジェンダー平等の視点
に立った表現を意識して作成を
した。 概

ね
実
施

今後も、学校からの配付物、
ホームページなどの情報発信
においてジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行う。 片

縄
小
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事業名 事業内容
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（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

（回答シートなし） 学校便りや学年便り等でジェン
ダー平等意識を高めるようにし
た。

概
ね
実
施

課題：学校便り等で適時、ジェ
ンダー平等意識を高めるように
情報発信を行う。

目標：保護者のジェンダー平等
意識を高める取組を行う。

南
畑
小

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

市の啓発資料を紹介することが
できた。

概
ね
実
施

市の広報誌を授業で活用でき
るよう、職員に周知する。

那
珂
川
北
中

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

校内掲示により意識の高揚を
図った。

実
施

今後も校内掲示により意識の高
揚を図っていく。

那
珂
川
中

市広報紙やホームペー
ジなどの情報発信におい
てジェンダー平等意識を
高めるよう十分配慮を行
う。

職員には広報誌の回覧や職員
会議等で連絡することで、職員
全体の意識を高める啓発活動
ができた。 概

ね
実
施

今後も広報誌の回覧や職員へ
の継続的な啓発を推進する。

那
珂
川
南
中

○冊子やチラシ、広報、
ホームページなどの作成
は、ジェンダー平等の視
点に偏りが無いか点検す
る。○イラストについて
は、服装や色、また登場
人物の性など、性差によ
る優位意識を助長する表
現になっていないか
チェックする。

○冊子やチラシ、広報、ホーム
ページ等の作成は、ジェンダー
平等の視点に偏りが無いか点
検した。
○イラストについては、服装や
色、また登場人物の性等、性差
による優劣を助長する表現に
なっていないかチェックした。

実
施

○今後も冊子やチラシ、広報、
ホームページ等の作成は、ジェ
ンダー平等の視点に基づき偏り
がないかを点検する。 人

権
政
策
課

議会広報紙「議会だより」
を年4回発行、全戸配布
する。
編集は議会広報特別委
員会（6人の議員で構成）
で行う。

議会広報誌「市議会だより」を
年4回発行し、全戸配布した。
編集については議会広報特別
委員会（6人）で行った。編集過
程において、文章校正時にお
ける確認・修正や、女性が集
まったイラストを男性も混じった
ものに差し替える等、ジェン
ダー平等の視点での配慮をし
つつ作業を行った。

実
施

引き続き、ジェンダー平等の視
点で議会広報誌「市議会だよ
り」を編集・発行し、全戸配布す
る。

議
会
事
務
局

ジェンダー平等の視点に
立って情報を発信する。

園での幼児の様子や、その保
育の意図するところ、幼児期に
育てたい姿などを、園だよりや
ホームページなどで発信する
際、ジェンダー平等の意識が高
まっていくような情報発信となる
よう配慮した。

実
施

今後も、ジェンダー平等につい
てわかりやすく伝わると共に、
ジェンダー平等意識が高まる発
信となるよう工夫する。

岩
戸
幼
稚
園

25



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

市広報紙やホームペー
ジ等の情報発信におい
てジェンダー意識を助長
させない。

保護者向けの手紙や掲示物等
において　ジェンダー平等の視
点に立ち偏った表現等がない
かを確認した。

実
施

今後も手紙等でジェンダー平
等であるかを複数人でチェック
していき、偏りがあるときはお互
いに指摘し合えるようにしてい
く。

中
央
保
育
所

27 市の施設などにおける表
示や設置状況について
常に意識し見直すべきと
ころがあれば提案してい
く。

男性でも女性でも子どものおむ
つ替えができる環境の整備を
行った。性別を問わず使用でき
る多目的トイレを設置した。

実
施

継続して実施していく。

健
康
課

市の施設などにおける表
示や設置状況について
常に意識し見直すべきと
ころがあれば提案してい
く。

見直しを要する表示物等はな
かった。

概
ね
実
施

市の施設などにおける表示や
性別意識を感じさせる設備や
表現がないか、引き続き検討す
る。 建

設
課

固定的な性別意識を感じ
させない設備や表現を見
直す。

保育所及び幼稚園において、
固定的な性別意識を感じさせる
設備や表現等がないかチェック
を行った。

実
施

定期的に子育て支援課が所管
する保育施設での点検や確認
を行う。 子

育
て
支
援
課

固定的な性別意識を感じ
させない施設づくりを行
う。

中央公民館では幼児室を開放
し、施設利用者に老若男女を
問わず利用を促した。また、地
区公民館では利用者から希望
があった場合に空き部屋で男
女問わずおむつ替えができるよ
うに対応することで、固定的な
性別意識を感じさせない施設を
目指した。また、ジェンダーレス
の観点から市立公民館の利用
申請等の書類一式を見直し、
男女構成欄を廃止した。

実
施

施設内の活動において利用者
が性別意識を感じない施設づく
りを目指すため、ジェンダーフ
リーで誰もが利用しやすいトイ
レの整備のための実施設計を
行う。 社

会
教
育
課

華石苑、クリーンセンター
なかがわ、エコピア・なか
がわの設備等において、
改善を行っていく。

多くの住民が利用する華石苑、
エコピア・なかがわ施設にあるト
イレ表示については、固定的な
性別意識を感じさせる表現と
なっているため、改善を検討し
たが、実施に至らなかった。

未
実
施

トイレ表示に関する市の統一表
示が定まっていないため、各施
設ごとに独自の表示作成を検
討する。 環

境
課

市が施設等に掲示・配架
する文書やチラシ等にお
いて、固定的な性別意識
を感じさせる表現をなく
す。

8月の区長会前に、区長会（36
名※1名欠席）と選挙管理委員
会（4名）に対し、「那珂川市部
落差別の解消の推進に関する
条例」について60分間の研修を
実施したが、男女共同参画に
関する内容までは至らなかっ
た。

検
討

自治会で配布するチラシ等に
おいても男女共同参画も視点
を踏まえたものにするため、毎
年8月の定例区長会議に開催
している人権・同和問題研修に
おいて、男女共同参画に関す
るテーマでの実施を検討してい
く。

総
務
課

町の施設
などにお
ける表
示、固定
的な性別
意識を感
じさせる設
備や表現
を見直し
ます。

町の建
築物な
どの設
置及び
表示な
どにお
けるジェ
ンダー
平等の
視点で
の配慮
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事
業
番
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事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

施設などにおける表示・
女性のトイレのみのオム
ツ換え台など、固定的な
性別意識を感じさせる設
備や表現を見直してい
く。

全ての児童トイレのスリッパを同
色にする等、ジェンダー平等の
視点で施設環境を整えた。

実
施

・本年度も引き続き、ジェンダー
平等の視点で施設環境を整え
るようにする。
・水泳学習の更衣する場所に
ついては、今後精査する必要
がある。

安
徳
北
小

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

学校の施設においても、性差が
感じられる表現を見直し、固定
的な見方につながらないように
配慮した。

概
ね
実
施

引き続き、学校行事における男
女の性差が感じられる表現内
容の見直しや、固定的な概念
や見方がないか見直していく。

安
徳
小

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

男女の固定的な見方や表現の
見直しについての学習を行い、
学年だより等で家庭へ発信し
た。

実
施

＜課題＞
児童が、固定的な性別意識に
対するおかしさに気付くことが
できるような教育活動の工夫が
必要である。
＜取組＞
授業における体験的活動や資
料提示の工夫などを通して、児
童が固定的な性別意識のおか
しさに気づくとともに、解決へ向
けて行動する力を育てていくこ
とができるようにする。

安
徳
南
小

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

市の設置に準じている。

概
ね
実
施

職員の意識を高め、必要に応じ
て市に要望していく。

岩
戸
北
小

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

ジェンダー平等の視点で更衣
の場所等の施設環境を整え
た。

実
施

目標：ジェンダー平等の視点で
施設環境を整備していく。

岩
戸
小

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

校内における表示等、ジェン
ダー平等の視点から点検を
行ったが、見直す必要があるも
のはなかった。

概
ね
実
施

今後、新しい設備等が新設され
る場合は、表示灯を十分に留
意する。

片
縄
小

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

教育活動の中で性による決め
つけや「○○らしさ」という表現
等の固定的な価値観をもたな
い指導を行った。

概
ね
実
施

課題：保護者への固定的な価
値観を見直す情報発信が不十
分。.

目標：保護者の固定的な価値
観を見直す取組を行う。

南
畑
小

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

学校などにある表示が適切なも
のであるかを考えさせた。

一
部
実
施

トイレなど固定的な性別意識を
感じさせる設備や表現を考えさ
せる。

那
珂
川
北
中
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（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

職員に対し男女ともに育児介護
の休暇がとれる事を周知した。

実
施

今後も育児介護の休暇につい
て、周知を継続して行う。

那
珂
川
中

市の施設などにおける表
示・女性のトイレのみのオ
ムツ換え台など、固定的
な性別意識を感じさせる
設備や表現を見直してい
く。

新しいトイレになったが、トイレ
の表示板には見直しが必要で
あった。

未
実
施

ジェンダー平等の視点から校舎
内の巡視を続けるとともに、職
員への情報提供も求める。
2023年度新設のトイレ表示板は
LGBTQ等の視点で作成してい
る。

那
珂
川
南
中

○ジェンダー平等の視点
に配慮し、男女共同参画
推進センター内の展示を
行う。

○ジェンダー平等の視点に配
慮し、男女共同参画推進セン
ター（あいなかコミュニケーショ
ンスペース）内に男女共同参画
作品の展示を行った。

実
施

○男女共同参画推進センター
（あいなかコミュニケーションス
ペース）内に男女共同参画作
品の展示を行う。

人
権
政
策
課

固定的な性別意識を感じ
させない施設づくりを行
う。

職員用トイレは、男女共用のも
のが一ヶ所のみで、父親参加
や来賓のある行事の際は、不
便さを感じるため当事者が困る
ことのないよう、工夫した。また、
オムツ替え台を男女共用のトイ
レに設置し、男女問わず利用で
きるようにした。

実
施

男女共に使いづらさを感じない
ような環境の見直しを行い、今
後も工夫していく。

岩
戸
幼
稚
園

日本語が理解できない児
童・生徒を支援するため
の通訳ボランティア派遣
事業を、必要に応じて活
用していきます。また、在
住の外国人、男女に関わ
らず、かつ地域で自立し
て生活できるよう多言語
の情報提供などを充実し
ていきます。

誰でも利用できるオムツ交換台
が設置してある。また、すべて
のトイレも男女共用である。

実
施

継続して取り組んでいく。

中
央
保
育
所

28 教育現
場にお
けるセク
シュア
ル・ハラ
スメン
ト、パ
ワーハ
ラスメン
トなどの
防止に
向けた
研修会
の実施

教育現場
における
セクシュア
ル・ハラス
メントなど
を防止す
るため、教
職員向け
の研修会
を実施し
ます。

-

校園長会において教育長から
各校長へ、ハラスメント防止に
ついて福岡県の資料を参考に
指導を行った。また、各学校に
おいて管理職等により、ハラスメ
ント防止を含めた不祥事防止
対策の研修を行った。 概

ね
実
施

今後も教育委員会から各校長
へハラスメント防止について指
導を行い、各学校にて教育現
場におけるハラスメントを防止
する研修を行っていく。

教
育
総
務
課

28



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

職場におけるセクシュア
ル・ハラスメントの防止に
関する規程第6条第1項
及び第2項の規定に基づ
き、セクシュアル・ハラスメ
ント苦情相談員を任命
し、相談、防止体制の充
実を図る。

多様化するハラスメント問題に
対応するため、規程を改正し、
ハラスメントの防止に関する通
知を行った。
ハラスメント苦情相談員の研修
参加は促せなかった。 一

部
実
施

多様化するハラスメント問題に
対応するため、職員向け研修
会の実施及びハラスメント苦情
相談員の研修参加を促す。

人
事
秘
書
課

〇啓発冊子「パートナー
21」に、各種ハラスメント
の防止について掲載す
る。〇11月12日から25日
までの「女性に対する暴
力をなくす運動」に合わ
せて、広報なかがわ11月
号に「女性の人権ホットラ
イン強化週間」と「女性に
対する暴力をなくす運
動」について掲載する。
○ホームページと広報紙
に男女共同参画苦情処
理制度について掲載し、
被害者がいつでも相談で
きる体制について周知を
行う。

○「女性に対する暴力をなくす
運動」に合わせて、広報なかが
わ11月号に「女性の人権ホット
ライン強化週間」と「女性に対す
る暴力をなくす運動」について
掲載した。また、本庁舎と男女
共同参画推進センター「あいな
か」にパープルリボンツリーを設
置した。
○ホームページと広報紙に男
女共同参画苦情処理制度につ
いて掲載し、被害者がいつでも
相談できる体制について周知
を行った。

実
施

令和5年度も以下のとおり、継
続して実施する。

○ハラスメント等防止対策とし
て、ちくし女性ホットライン等の
相談窓口の周知を図る。
○「女性に対する暴力をなくす
運動」に合わせて、広報なかが
わ11月号に「女性の人権ホット
ライン強化週間」と「女性に対す
る暴力をなくす運動」について
掲載する。また、本庁舎にパー
プルリボンツリーを設置する。
○ホームページと広報紙に男
女共同参画苦情処理制度につ
いて掲載し、被害者がいつでも
相談できる体制について周知
を行う。

人
権
政
策
課

30 児童虐待防止に向けた
啓発を、広報やポスター
掲示等で積極的に行う。

国の啓発ポスターやこども応援
課作成のパンフレットを用い
て、児童虐待防止の啓発を
行った。特に、11月の児童虐待
防止推進月間に啓発ポスター
やリーフレット等の配布を行い、
また、庁舎1階情報コーナーで
オレンジリボンを貼りつける掲示
物を設置した。

実
施

幼稚園、保育所、小学校、中学
校の入学入園のタイミングで保
護者向けのチラシ配布を行い、
さらなる啓発を行う。 こ

ど
も
応
援
課

民生委員・児童委員や自
治会の地域組織と協力・
連携、住民への高齢者
虐待に関する普及啓発、
関係機関との連携体制を
つくり相談窓口の周知な
どによって、虐待を未然
に防ぎ、仮に起きても早
期に対応できる仕組を整
える。

地域包括支援センターによる地
域組織のネットワークづくりに取
り組んだ。

実
施

新型コロナウイルス感染症の影
響により、以前どおりの啓発活
動は困難であった。今後は、コ
ロナ禍においても実施可能な
啓発活動を検討する。また、地
域組織とのネットワークづくりに
ついても鋭意取り組んでいく。

高
齢
者
支
援
課

障がい者に対する虐待
防止に向けた啓発を、広
報やポスター掲示等で積
極的に行います。

パンフレットの窓口設置等によ
り障がい者への虐待防止の周
知に努めた。加えて、筑紫地区
地域自立支援協議会権利擁護
部会において、障がい者に対
する虐待防止に向けた啓発方
法等の検討を行った。

実
施

今後も継続して行う。

障
が
い
者
支
援
課

29 社会全
般にお
けるセク
シュア

ル・ハラ
スメント
等防止
対策及
び研修
の実施

社会全般
における
セクシュア
ル・ハラス
メントなど
を防止す
るための
啓発冊子
を作成し、
有効に活
用します。

家庭・学
校・施設
などにお
ける児童
や高齢
者、障が
い者に対
する虐待
防止に向
けて啓発
します。

児童虐
待や高
齢者虐
待、障
がい者
虐待防
止に向
けた啓
発など
の実施

29



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

31 ＤＶなど
の性に
よる差
別から
生じるあ
らゆる暴
力を防
止する
ための
啓発

ＤＶ、性犯
罪、ストー
カーなど、
性による
差別から
生じる暴
力、犯罪
を防止す
るための
さまざまな
啓発を行
います。

○講座、啓発冊子「パー
トナー21」、広報なかがわ
などを活用し、犯罪防止
に係る啓発を行う。

○デートＤＶ防止プログラムを
実施した。
　実施校：4校（市内3中学校及
び後野分校）

概
ね
実
施

○デートＤＶ防止プログラムに
ついては、受託業者と十分協
議を行い、児童生徒の発達段
階等に応じた適切なプログラム
を提供する。

人
権
政
策
課

32 ＤＶなど
の相談
窓口（ち
くし女性
ホットラ
インなど
の活用）
の設
置、相
談員の
配置

ＤＶなどの
人権侵害
に関する
相談窓口
を設置し、
専門の研
修を積ん
だ相談員
の配置に
ついて推
進してい
きます。

〇相談窓口を設置し、専
門相談員を配置する。○
各種相談窓口のチラシを
あいなかにチラシにを設
置し、啓発冊子「パート
ナー21」で周知を行う。○
「ちくし女性ホットライン」
については、毎月広報に
掲載し相談窓口の周知
を行う。

○ＤＶ等相談員を設置した。
　・相談実績
　　延べ件数：266件
　　新規件数：113件
○「ちくし女性ホットライン」の周
知カードを設置した。
設置数：350部

実
施

○今後もＤＶ等相談員の設置
は継続する。相談業務には、他
課との連携についても引き続き
密に行う。
○「ちくし女性ホットライン」の周
知を継続して行う。

人
権
政
策
課

33 ＤＶなど
の被害
者への
ケア及
び支援

ＤＶなどの
被害者に
対して適
切なケア
及び支援
を行うとと
もに、被
害者保護
の視点に
立って安
全確保に
努めま
す。

〇人権政策課が窓口と
なって、相談者の支援を
行う。必要に応じ筑紫保
健福祉環境事務所や春
日警察署と連携する。○
支援にあたっては、相談
者の家庭やその他の状
況に応じて関係課と連携
し、ワンストップの支援を
行う。〇庁内では、ＤＶ等
の人権侵害に関する行
政担当者会議を開催し、
支援のために情報の共
有を行う。

○ＤＶ等の相談者への支援とし
て、同行支援を行った。
　・実績
　　件数：25件

実
施

○ＤＶ等相談者のケア及び支
援を図るため、今後も必要に応
じて同行支援を行う。筑紫保健
福祉環境事務所や春日警察署
との連携についても引き続き密
に行う。 人

権
政
策
課

34 県やＮ
ＰＯ法
人など
の専門
機関と
の連携

ＤＶなどの
人権侵害
への対応
及び加害
者への効
果的対策
のため、
県やＮＰ
Ｏ団体な
ど他の専
門機関と
連携しま
す。

○ＤＶなどの人権侵害の
相談に対して、筑紫保健
福祉環境事務所や春日
警察署と連携して支援を
おこなう。○「福岡県配偶
者からの暴力防止対策
筑紫地域連絡会議」にお
いて、支援の輪を広げる
ため関係機関との連携を
行う。

○ＤＶ等の人権侵害の相談に
対して、筑紫保健福祉環境事
務所や春日警察署と連携して
支援を行った。
○「福岡県配偶者からの暴力
防止対策筑紫地域連絡会議」
において、支援の輪を広げるた
め関係機関との情報提供等を
行い、連携を図った。

実
施

○令和5年度も継続して実施す
る。

人
権
政
策
課

30
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（値）
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35 児童・
生徒が
相談し
やすい
体制づ
くりの促
進

児童・生
徒が虐
待、セク
シュアル・
ハラスメン
トをはじ
め、さまざ
まな性に
関する悩
みや不安
を気軽に
相談でき
るよう関係
機関と連
携しなが
ら体制づ
くりを進め
ます。

―

児童生徒指導支援員やスクー
ルカウンセラー、スクールソー
シャルワーカーを継続して配置
することで、児童生徒が相談し
やすい環境づくり充実させるこ
とができた。

実
施

引き続き、児童生徒指導支援
員やスクールカウンセラー、ス
クールソーシャルワーカーを継
続して配置することで、児童生
徒が相談しやすい環境づくり充
実させていく。

教
育
指
導
室

36

―

人権政策課と連携し、子どもの
安全を第一に考えつつ、相談
者の気持ちに寄り添い、支援を
行った。

実
施

子どもがいるDV家庭の被害者
からの相談に応じ、子どもの安
全を最優先に考え、関係機関と
連携し、必要に応じて保護等の
各種手続きを行う。

こ
ど
も
応
援
課

DVなどの被害者からの
相談に応じ、各種手続き
に関する支援を行う。

DVなどの被害により、配慮が必
要な被害者に対して関係機関
との連携を図り、就学に係る手
続きの支援を行った。 概

ね
実
施

窓口対応時に気づきにくい場
合もあるため、課内や関係機関
との連携強化を図る。また、被
害者の相談内容に応じ、確実
に関係機関に繋ぐなどの対応
を迅速かつ確実に行う。

学
校
教
育
課

「DV等の人権侵害に関
する行政担当者会議」
（人権政策課）の充実・活
性化により、相談者がス
ムーズに保護・避難でき
る体制と関係課の連携体
制が強化できるよう、随時
（保健センターが抱える
課題を）問題提起してい
きます。

人権政策課との連携事例件数：
2件

実
施

特に課題なし。今後も継続して
実施していく。

健
康
課

高齢者に関する相談が
含まれる場合、スムーズ
な対応と関係課との連携
が図れるよう体制を強化
する。

個別ケースについての情報提
供など、必要に応じて連携し
た。

概
ね
実
施

時間外等の対応方法が課題と
なっている。人権政策課との連
携を図りながら情報共有を行っ
ていく。

高
齢
者
支
援
課

-

個室での相談対応等、手続き
に関する支援を行い、必要に応
じて人権政策課やこども応援課
と連携した。

実
施

人権政策課やこども応援課と連
携してDV被害者からの相談内
容に応じ、個人情報の保護に
努めるとともに、各種手続きに
関する支援を行う。

子
育
て
支
援
課

ＤＶなどの
被害者か
らの相談
に応じ、
要望によ
り個人情
報の保護
に努める
とともに、
各種手続
きに関す
る支援を
行いま
す。

ＤＶ等
被害者
の情報
の保護
及び各
種手続
きに関
する支
援

31
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-

人権政策課と連携して、DV等
被害者の個人情報の保護に努
め、障害福祉サービス等の各
種手続きに関する支援を行っ
た。 実

施

今後も継続して行う。

障
が
い
者
支
援
課

「DV等の人権侵害に関
する行政担当者会議」
（人権政策課）の充実・活
性化により、相談者がス
ムーズに保護・避難でき
る体制と関係課の連携体
制が強化できるよう、随時
（保健センターが抱える
課題を）問題提起してい
きます。

DV等の被害者からの相談に応
じ、要望により個人情報の保護
に努めるとともに、関係市区町
村及び関係課との連携を取りな
がら正確に対応した。また、関
係課との連絡調整を行い、証明
書発行に係る事務取り扱いを
統一し、より一層個人情報保護
に努めた。

概
ね
実
施

住民基本台帳事務処理要領
（第5-10　住民基本台帳の一部
の写しの閲覧及び住民票の写
し等の交付並びに戸籍の附票
の写しの交付におけるドメス
ティック・バイオレンス、ストー
カー行為等、児童虐待及びこ
れらに準ずる行為の被害者の
保護のための措置）に準じ、関
係市区町村との連携を取りなが
ら、引き続き正確かつ迅速に対
応し、より一層個人情報保護に
努める。

市
民
課

-

　継続して、人権政策課と連携
し、ＤＶ等被害者の個人情報が
漏えいしないよう保護に努め、
各種手続きに関する支援を
行った。 実

施

継続して人権政策課と連携し、
ＤＶ等被害者の個人情報保護
に努めながら、各種手続きに関
する支援を行う。

生
活
福
祉
課

○DVなどの被害者支援
について、相談者の状況
に応じ関係課と連携し支
援を行う。○関係課と連
携を図ることで、相談者
に係る行政手続きの負担
を図り、処理を迅速に行
う。

○DV等の被害者支援につい
て、相談者の状況に応じ関係
課と連携し支援を行った。
○関係課と連携を図ることで、
相談者に係る行政手続きの負
担軽減を図り、処理を迅速に
行った。

実
施

〇令和5年度も継続して実施す
る。

人
権
政
策
課

32
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所
管
課
名

37 事業所
などに
おける
ジェン
ダー平
等推進
のため
の商工
会との
連携

事業所な
どの雇用
の場にお
けるジェン
ダー平等
推進のた
め、町商
工会及び
町内事業
所などと
連携して
情報提供
や啓発を
行いま
す。

事業計画：商工会との定
期的な意見交換により、
男女共同参画推進に関
する情報共有化を図り、
市内事業所への啓発を
行う。

ジェンダー平等に関する情報
収集を適宜行い、都度商工会
と連携を図り、市内事業所への
啓発を行った。

概
ね
実
施

商工会理事及び事務局へ男女
共同参画研修会を実施し、事
務局とは様々な施策に関する
情報化を行うとともに下部組織
である各部会への啓発ができる
ように協議を行う。

産
業
課

38 先進的
事業所
の公表

ジェン
ダー平等
に対して
先進的な
町内の事
業所の活
動内容を
広く紹介
するため
公表しま
す。

○市内で先進的な取り組
みを行う企業を取材し、
啓発冊子「パートナー21」
で紹介する。

-
未
実
施

○令和4年度のパートナー21に
ついては、特集記事（性の多様
性）に関する掲載内容に比重を
置いたこともあり、企業の取組
みの紹介にまで至らなかった。
先進的な取組みを行っている
企業の紹介については、今後
必要に応じて啓発事業の一つ
の手段として実施の是非を含め
検討する。

人
権
政
策
課

39 仕事と
家庭が
両立し
やすい
労働条
件や労
働環境
の整備
を促進
するた
めの事
業所へ
の啓発

仕事と家
庭が両立
しやすい
労働条件
や労働環
境の整備
と男女の
働く権利
の保障を
促すた
め、事業
所へ啓発
を行いま
す。

目標値：80％
事業目標：国や県から送
られてくる労働条件や労
働環境の整備に関する
情報を、適時商工会を通
じて市内事業所へ提供
し、啓発を促す。

国や県から送られてくる労働条
件や労働環境の整備に関する
情報を窓口等に設置し、告知を
行った。また、ワークライフバラ
ンスや支援に係る情報につい
ては商工会を通じ市内事業所
へ情報を提供するために連携
した。 実

施

国や県から送られてくる労働条
件や労働環境の整備に関する
情報を適宜商工会を通じて市
内事業所へ提供し、啓発を促
す。

産
業
課

40 事業所
などの
男女共
同参画
推進状
況の調
査

引き続き調査を実施し、
男女共同参画推進状況
を確認する。

令和4・5年度指名競争入札参
加資格の追加受付をする際
に、男女共同参画推進状況に
関する調査票を併せて提出し
てもらった。 実

施

男女共同参画推進状況に関す
る調査票を提出してもらうことに
より、男女共同参画推進状況の
調査に活用されているため、引
き続き調査を実施し、男女共同
参画推進状況を確認する。

行
政
経
営
課

○指名競争入札参加資
格審査申請時に事業所
から提出された男女共同
参画推進状況報告書の
整理を行う。

○指名競争入札参加資格審査
申請書を提出する事業所に対
し、男女共同参画推進状況を
調査した。

実
施

○引き続き指名競争入札参加
資格審査申請書を提出する事
業所に対し、男女共同参画推
進状況を調査する。

人
権
政
策
課

指名競争
入札参加
資格審査
申請書を
提出する
事業所に
対し、男
女共同参
画推進状
況を調査
し公表しま
す。
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

41 女性労
働につ
いての
雇用実
態の調
査の実
施

女性労働
に関する
意識と雇
用形態や
パートタイ
ムを含め
た賃金水
準などの
実態を把
握するた
め、町内
事業所を
対象に女
性労働に
関する調
査を行い
ます。

○働き方改革や子育て
支援などについて先進的
な取り組みを行う事業所
については、啓発冊子
「パートナー２１」で紹介
する。

-
未
実
施

○令和4年度のパートナー21に
ついては、特集記事（性の多様
性）に関する掲載内容に比重を
置いたこともあり、企業の取組
みの紹介にまで至らなかった。
先進的な取組みを行っている
企業の紹介については、今後
必要に応じて啓発事業の一つ
の手段として実施の是非を含め
検討する。

人
権
政
策
課

42 事業所
への男
女雇用
機会均
等法、
育児・
介護休
業法、
労働基
準法な
どの周
知と啓
発

各種法律
に基づき、
職場にお
いて男女
間の格差
を是正す
るため、事
業主など
へ法律や
規制など
の周知と
啓発を行
います。

事業目標：職場における
男女間の格差を是正す
るため、法律や規制等の
周知を行う。

職場における文書やリーフレッ
トの回覧を行い、関連する法律
や規制等の啓発を行った。

一
部
実
施

職場における男女格差の改善
を促すため、法や規制が改正さ
れたときは必要時に商工会等
へ情報の提供を行う。

産
業
課

43 仕事と
家庭の
両立の
ための
法や制
度の周
知と啓
発

育児・介
護休業法
などの法
や制度な
ど、活用
できる諸
制度の周
知と啓発
に努めま
す。

母子健康手帳の交付等
に併せて各種制度の周
知を図ります。

働きながら安心して妊娠・出産
を迎えるために、母子健康手帳
交付時に母性健康管理指導事
項連絡カードの活用や、産前
産後休業等について情報提供
した。また、父親向けに父子健
康手帳を配布し、父親の育児
参加を推奨した。

実
施

特に課題なし。今後も継続して
実施していく。

健
康
課

44 女性の就業や再就職を
促すため、子育て中の女
性を対象にした講座を開
催する。

家庭教育学級において、女性
の就業や再就職を促すことに
つながる講座は実施できてい
ない。また、就業支援につなが
る講座のニーズについてのアン
ケート調査も実施できなかっ
た。

未
実
施

2023年度は、学級生に就業や
再就職のための講座のニーズ
をアンケート調査し、その結果
によって、次年度においては、
雇用促進につながるような講座
を実施したい。

社
会
教
育
課

○就業や再就職に繋が
る県や近隣施設で行わ
れる講座の情報を提供
する。

○市の事業をはじめ、国・県・
近隣市町村等主催の研修会に
ついて、随時情報提供を行っ
た。

実
施

○今後も引き続き情報提供を
行う。

人
権
政
策
課

45 在職中
の女性
に対す
る能力
開発な
どの支
援

在職中の
女性の能
力向上を
図るため、
講座など
の情報提
供を行い
ます。

〇国や県、近隣で開催さ
れる講座の情報を提供
する。

○市の事業をはじめ、国・県・
近隣市町村等主催の研修会に
ついて、随時情報提供を行っ
た。

実
施

○今後も引き続き情報提供を
行う。

人
権
政
策
課

女性の雇
用促進に
向けて、
就業や再
就職に必
要な能力
を取得す
るための
講座の開
催や情報
の提供を
行いま
す。

女性の
就業、
再就職
支援の
ための
講座の
開催や
情報の
提供
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

46 女性の
起業に
関する
情報提
供

起業を目
指す女性
に対して
支援を行
うとともに、
県や企業
などが開
催する講
座などの
情報提供
を行いま
す。

事業計画：女性の起業に
関する各種講座等の円
滑な情報提供を行う。

国や県から送られてくる労働条
件や労働環境の整備に関する
情報を窓口等に設置し、広報
周知を行った。

概
ね
実
施

国や県などの関係機関から助
成企業に関する情報が送られ
てきた場合、情報共有を行うた
め、内容を商工会等を通じ広報
を行う。また、企業を目指す女
性に対して、起業から事業展開
までのノウハウを取得するため
の特定創業支援事業（創業塾）
を商工会と共催で実施する。

産
業
課

○国や県の各種支援制
度や、近隣で行われる講
座について情報の提供
を行う。

○市の事業をはじめ、国・県・
近隣市町村等主催の研修会に
ついて、随時情報提供を行っ
た。

実
施

○今後も引き続き情報提供を
行う。

人
権
政
策
課

47 女性の
就業、
再就職
などに
関する
就労支
援のた
めの情
報提供

窓口来庁時及びホーム
ページ、広報などで積極
的に情報を発信する。

窓口来庁時やホームページ、
広報紙等で、ひとり親家庭への
就労支援に関する情報提供を
行った。

実
施

今後も継続して取組んでいく。

こ
ど
も
応
援
課

事業計画：女性の就業、
再就職等に関する就労
支援のための円滑な情
報提供を行う。

ハローワークから子育て応援に
関連した就業、再就職等に関
する五情報提供を受け、窓口
にて掲示を行い広報周知を
行った。

概
ね
実
施

女性の就業、再就職等に関す
る情報を収集し、就労支援のた
めの円滑な情報提供を行う。

産
業
課

〇国や県が実施する各
種就労支援のための事
業や近隣で開催される就
労に繋がる技能講座など
のチラシを設置し情報を
提供する。

○市の事業をはじめ、国・県・
近隣市町村等主催の研修会に
ついて、随時情報提供を行っ
た。 概

ね
実
施

○今後も引き続き情報提供を
行う。

人
権
政
策
課

48 農業団
体などと
連携し、
政策・
方針決
定など
あらゆる
場にお
けるジェ
ンダー
平等の
ための
啓発促
進

農林業な
どにおい
てジェン
ダー平等
に基づく
活動が推
進されるよ
うに、農業
団体など
と連携して
啓発を進
めます。

事業計画：農林業に関す
る審議会や協議会にお
いて、女性委員枠を設け
るなどの働きかけをし、女
性委員の確保を図る。ま
た、より多くの研修会への
参加を周知する。

2022年の委員改選で、女性が
会長に就任した。委員会にお
いては女性登用に関する
研修会に参加した。

概
ね
実
施

委員会内で女性登用の重要性
については共有できているが、
推薦者となる団体や農業者に
対してより効果的な働きかけを
検討する必要がある。

産
業
課

雇用に関
連した子
育て情報
などの提
供を行
い、また、
子連れで
相談しや
すい環境
の整備
や、妊娠
や出産な
どを機に
離職した
女性の再
就職など
に関する
就労支援
のための
情報提供
を行いま
す。
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（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

49 農業に
おける
女性の
経済的
地位向
上のた
めの家
族経営
協定の
周知と
促進

女性就農
者の経済
的な地位
及び就労
環境の向
上のた
め、家族
経営協定
制度の周
知及び促
進を図りま
す。

事業計画：家族経営協定
制度について、女性農業
者へ機会あるごとに周知
し、家族協定の情報を提
供する。

問い合わせの対応に留まり、主
体的な内容には至らなかった。

一
部
実
施

農事組合、農業委員会、農協
等の関係団体と連携し、家族経
営協定制度の周知に努める。

産
業
課

50 商工自
営業に
おける
ジェン
ダー平
等推進
のため
の商工
会、事
業所と
の連携

商工自営
業の雇用
の場にお
けるジェン
ダー平等
推進のた
め、町商
工会及び
町内事業
所と連携
して情報
提供や啓
発を行い
ます。

事業計画：商工自営業の
雇用の場における男女
共同参画推進のため、市
商工会を含む事業所との
連携による啓発を行う。

商工自営業の雇用の場におけ
る男女共同参画について、情
報提供の方法を商工会と検討
を行った。

一
部
実
施

商工自営業の雇用の場におけ
る男女共同参画推進のため
に、研修機会の創出や情報提
供を行う周知方法について商
工会と検討する。

産
業
課

51 商工会
などで
の研修
会の支
援

町商工会
などが主
催する子
育てや介
護をしや
すい就業
環境づくり
の研修会
の開催に
対して、広
報などの
活用によ
る支援を
行いま
す。

事業計画：子育てや介護
をしやすい就業環境づく
りに関する研修会開催に
対する広報面の支援を
行う。

国や県から送られてくる子育て
や介護に関する研修会開催等
の情報を窓口等に設置し、広
報周知を行った。

概
ね
実
施

子育てや介護がしやすい就業
環境づくりの環境整備につい
て、商工会等の関係機関と協
議をし、情報確認をする。

産
業
課

52 男性の
家庭参
画につ
ながる
講座の
開催及
び相談
支援

男性を対
象とした家
庭参画に
つながる
講座など
の開催を
通じて啓
発を行うと
ともに、男
性の子育
てや介護
に関する
相談支援
を行いま

男性向けの子育てイベン
ト、講座を実施する。

妊婦とその夫を対象にした「プ
レパパママ講座」や、父親も参
加できるように日曜日開催の
「サンデーあそぼっ」を実施し
た。
また、「赤ちゃんとママの集い」
に父親の参加を促した。さら
に、父親がプログラムに参加し
ている写真や動画をホーム
ページやインスタグラムで公開
し、父親の参加者増を図った。

実
施

「プレパパママ講座」や「サン
デーあそぼっ」は今後も昨年同
様に継続して取組んでいく。
「赤ちゃんとママの集い」は名
称を「赤ちゃんとパパママの集
い」と変更し周知を図り、開催日
を日曜日とすることで父親の参
加を促していく。

こ
ど
も
応
援
課

男性を対象とした講座等
を積極的に実施します。

那珂川市食生活改善推進会に
よる男性料理教室を実施した
が、新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により参加者が減
少した。2回×6人→1回×2人 実

施

地区組織の活動支援を通して
男性の家庭参画の啓発を行っ
ていく。

健
康
課

36



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

男女が仕事と介護を両立
できるように、介護保険
サービスや福祉サービス
について掲載した便利帳
やサービス一覧表を作
成・配布する。

介護保険サービスについて掲
載したパンフレットを用い、介護
保険サービスの申請や相談に
来られた際に窓口で説明・配付
した。また、65歳に年齢到達し
た人には介護保険証と一緒に
当パンフレットを郵送し、男女が
仕事と介護を両立できるように
サービスの啓発を行った。

概
ね
実
施

パンフレットを用いて介護保険
や福祉に関するサービスを分
かりやすく説明し、介護につい
て抱えている不安を取り除く必
要がある。

高
齢
者
支
援
課

男性の家庭参画を促す
ため、子育て中の男性を
対象にした講座を開催す
る。

家庭教育学級において、料理
教室を開催したが、男性に参加
してもらうことはできなかった。し
かし、土曜日に開催した乳幼児
講座「足育」講座では、男性の
参加があり、子育てに家族で取
り組むことができる講座を実施
できた。

実
施

2023年度においても、平日、土
曜日開催問わず、男性も興味
関心を持ち参加もしやすいよう
な講座を企画するとともに、より
多くの男性が講座に参加しても
らえるよう周知活動を強化す
る。

社
会
教
育
課

〇講演会や講座のなか
に、男性の家庭参画や子
育て、介護に関する内容
を盛り込む。

○男女共同参画講座（録画配
信）
第4回
　テーマ：「男性にとっての男女
共同参画～料理編～」
　講師：貞方　伸彦さん、柴山
光生さん
　協力：八代　由美さん

実
施

○講演会や講座のなかに、男
性の家庭参画や子育て、介護
に関する内容を盛り込む。

人
権
政
策
課

ひとり親家
庭の父、
母を対象
に就業に
関する相
談や求人
情報の提
供及び母
子家庭の
保護者の
経済的自
立支援を
図るため、
自立支援
教育訓練
給付金、
高等職業
訓練促進
給付金な
どの情報
提供を行
い、ハロー
ワークと連
携して就
労を支援
します。

ひとり親
家庭へ
の就労
及び経
済的自
立支援
のため
の情報
提供

広報・ホームページだけ
でなく、窓口来庁者にも
積極的に情報提供を行う

実
施

今後も継続して取組んでいく。

こ
ど
も
応
援
課

53 窓口来庁時やホームページ、
広報紙等で、ひとり親家庭への
就労支援や経済的自立支援に
関する情報提供を行った。
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事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

54 仕事と
育児の
両立支
援のた
めの保
育サー
ビスの
整備拡
大

子育て家
庭の多様
な就労形
態やライ
フスタイル
に対応で
きる保育
所、学童
保育所の
充実を図
ります。

保育所や学童保育所の
保育時間を延ばす。

市内認可保育施設と学童保育
所において、子育て家庭の多
様な就労形態への対応や負担
軽減のため延長保育を行った。

実
施

市内認可保育施設及び学童保
育所において、子育て家庭の
負担軽減につながるような保育
サービスの充実を図る。

子
育
て
支
援
課

55 子育て
に関す
る相談
支援体
制の整
備

定期的な育児相談事業
の他、電話相談や家庭
訪問等による相談体制の
充実を図ります。

ふれあいこども館への来館者が
相談しやすい雰囲気づくりを行
い、子育てに関する悩み等を傾
聴共感することができた。また、
相談の内容によっては、必要に
応じて関係機関と連携しながら
実施することができた。

実
施

今後も継続して、相談しやすい
雰囲気づくりを行い、関係機関
との連携を図りながら、相談体
制の充実を図る。

こ
ど
も
応
援
課

定期的な育児相談事業
の他、電話相談や家庭
訪問等による相談体制の
充実を図ります。

のびのび育児相談事業、各健
診後の電話相談等で、内容に
よって助産師や栄養士の専門
職により実施。また、随時電話
や窓口でも育児相談に対応し
た。
のびのび育児相談で計測希望
のみの人は予約なしで実施し、
来所者増につながった。

実
施

特に課題なし。今後も継続して
実施していく。

健
康
課

56 介護保険サービスや高
齢福祉サービスについて
掲載した便利帳やサービ
ス一覧表を作成し広く配
布する。

介護保険サービスについて掲
載したパンフレット及び高齢者
在宅福祉サービスについて掲
載したパンフレットを用い、サー
ビスの申請や相談に来られた
際に、窓口で説明・配布した。
また、65歳に年齢到達した人に
は介護保険証と一緒に介護保
険サービスについて掲載したパ
ンフレットを郵送し、男女が仕事
と介護を両立できるようにサー
ビスの啓発を行った。

概
ね
実
施

パンフレット等を用いて介護保
険や福祉に関するサービスを
分かりやすく説明し、引き続き
介護について抱えている不安
を取り除く必要がある。 高

齢
者
支
援
課

那珂川市障がい福祉の
手引き｢ふれあい｣の発行
及びホームページ、広報
などで積極的に情報を発
信します。

「ふれあい」を定期的に更新し、
最新の情報を発信するととも
に、ホームページなどを活用し
広く情報発信した。

実
施

今後も継続して行う。

障
が
い
者
支
援
課

57 高齢者
に関す
る相談
体制の
充実

多様化す
る相談
ニーズに
対応する
ための総
合相談窓
口の周知
に努めま
す。

男女における多様化する
相談ニーズに対応するた
め、広報に｢ほうかつ通
信｣を連載し、高齢者総
合相談窓口である地域
包括支援センターの周知
徹底を図る。

高齢者総合相談窓口である地
域包括支援センターの周知の
ため、高齢者のサロン等で「ほう
かつ便り」を配布した。また、広
報紙や児童・民生委員会等の
定例会等で周知を行った。 実

施

今後も継続して周知をしていく
必要があり、サロンや定例会議
以外の様々な団体や企業等へ
の周知を図る。 高

齢
者
支
援
課

子育てに
関する悩
みなどに
対応する
ため、子
育て支援
センター
「すくすく」
や「ふれ
あいこども
館」などで
の相談支
援体制の
整備・充
実を図りま
す。

仕事と介
護の両立
のため
に、介護
保険サー
ビス・介護
休暇制度
や高齢者
保健福祉
サービス、
障害者福
祉サービ
スなどの
周知に努
めます。

高齢者
介護
サービ
ス、高齢
者保健
福祉
サービ
ス、障害
者福祉
サービ
スに関
する情
報提供
と活用
支援
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58 情報提供及び個別ケー
スに合わせて関係課と連
携し、必要な支援に努め
ます。

ひとり親サポートセンターのチラ
シやリーフレットを窓口に設置し
たり、広報紙に掲載したりして
情報提供を行った。また、母子
父子自立支援員による相談に
応じた支援、情報提供を行っ
た。

実
施

今後も継続して取組んでいく。

こ
ど
も
応
援
課

情報提供及び個別ケー
スに合わせて関係課と連
携し、必要な支援に努め
ます。

関係課と連携し、家庭の状況に
合わせて支援・情報提供を行っ
た。

概
ね
実
施

今後も情報提供及び個別ケー
スに合わせて関係課と連携し、
必要な支援に努めていく。

市
民
課

59 ひとり親
家庭が
互いに
助け合
える仲
間づくり
の支援

同じ問題
を抱える
ひとり親家
庭の話し
合いの場
を設け、
自立のた
めのネット
ワークづく
りを支援し
ます。

市ひとり親家庭福祉会と
連携する

市ひとり親家庭福祉会の活動
を、窓口来庁時やホームページ
等で紹介するとともに、会へ助
成金を支給する等、連携を図っ
た。

実
施

今後も継続して取組んでいく。

こ
ど
も
応
援
課

60 健康づくり事業を通じて、
生活的自立につながるよ
うに健康的な生活習慣の
啓発に努めます。

那珂川市食生活改善推進会に
よる男性料理教室の実施を支
援する予定であったが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響
により中止となった。 実

施

地区組織主催の事業として、新
型コロナウイルス感染症対策を
考慮し実施する。地区組織の
活動支援を通して男性の家庭
参画の啓発を行っていく。

健
康
課

家庭生活において男女
平等化を推進するため、
生活的自立につながる
講座を開催する。

家庭教育学級においては、生
活的自立や基礎的技術の習得
につながる講座に男女問わず
参加してもらうことができた。

実
施

2023年度においても、男女問
わずに参加しやすいジェンダー
平等の視点をもった講座を行
う。

社
会
教
育
課

〇講演会や講座、啓発
冊子「パートナー21」など
に、生活的自立に繋がる
内容を盛り込んでいく。
〇近隣の施設で開催さ
れる生活的自立に視点
を置いた各種講座につ
いて、チラシをあいなか
に設置する

○市の事業をはじめ、国・県・
近隣市町村等主催の研修会に
ついて、随時チラシ等の設置を
行った。

実
施

○今後も引き続き周知を行う。

人
権
政
策
課

61 成年後
見制度
につい
ての情
報提供

成年後見制度について、
広報や出前講座等で広
く周知するとともに相談窓
口で個々の対応と支援を
行う。

成年後見制度の周知のための
講演会の実施や、相談窓口で
の個別の対応については、地
域包括支援センター等関係機
関との連携により、個々に合っ
た支援を行った。また、チラシ
やポスターを掲示することで制
度の周知を図った。

実
施

関係課と連携しながら、制度の
利用を推進していく必要があ
る。策定した成年後見制度利用
促進計画に基づき、当該制度
の認知度向上や各種支援に取
組んでいく。

高
齢
者
支
援
課

成年後見
制度につ
いての相
談や支援
の情報提
供を行い
ます。

ひとり親
家庭へ
の子育
て支援
と、ひと
り親家
庭及び
寡婦世
帯への
生活的
自立支
援

ひとり親家
庭や寡婦
世帯に対
し、子育て
支援や生
活上必要
な自立支
援に努め
ます。

生活的自
立に必要
な基礎的
技術の習
得につな
がる料理
教室、家
事教室
や、生活
に役立つ
講座、講
演会など
を開催し、
意識啓発
を促すとと
もに、設
備の充実
を図り支
援します。

ジェン
ダー平
等の視
点をもっ
た、生
活的自
立につ
ながる
各種講
座開催
などの
啓発の
実施
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成年後見制度について
の情報提供及び個別の
相談対応を行います。

情報提供が必要だと思われる
方に対して、パンフレット等を利
用し、窓口や戸別訪問先での
情報提供及び相談対応を行っ
た。 実

施

今後も継続して行う。

障
が
い
者
支
援
課

62 リプロダ
クティ
ブ・ヘル
ス／ライ
ツに関
する啓
発と支
援

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ラ
イツの概
念を普及
するため、
性と生
殖、健康
に関して
自ら判
断、決定
することを
尊重しあ
えるような
情報を提
供してい
きます。

不妊治療等に関する情
報提供を行いながら、適
宜、筑紫保健福祉環境
事務所の相談窓口につ
なぎます。

リーフレットを用いて福岡県の
不妊に悩む方への特定治療支
援事業について情報提供した。
市ホームページでも相談セン
ター等の情報を掲載した。

実
施

不妊治療が医療保険適用に
なったことに伴い、福岡県の事
業が終了。
不妊に関する相談センターの
情報提供について継続して実
施していく。

健
康
課

63 健康診
断を受
けやす
い体制
整備

誰もが健
康診断を
受けやす
い体制の
充実に努
め、健康
づくりを支
援します。

特定健診及びがん検診
などの総合検診の実施
について検討していきま
す。

①市民が安心して健診を受診
できるよう新型コロナウイルスの
感染症対策をしたうえで集団健
診を実施
②女性のみ予約・受診ができる
レディース健診の実施
③就労世代でも健診が受診で
きるよう夕方の時間帯に行うトワ
イライト健診の実施

概
ね
実
施

【課題】特定健診、がん検診の
受診率の向上
【取組み】
①広報・ハガキ・電話による受
診勧奨の実施
②わかりやすい啓発物の内容
検討
③レディース健診、トワイライト
健診の継続実施
【目標】
①特定健診受診率44％
②がん検診受診率の向上（前
年度より1％以上）

健
康
課

64 気軽に
相談で
きる健
康相談
窓口の
充実

心の相談
を含んだ
さまざまな
健康相談
に対応す
るため、気
軽に相談
できる相
談窓口の
充実を図
ります。

定例的に精神保健相談
を実施すると共に、随時
電話等での相談につい
て啓発していきます。

ゲートキーパーに関するパンフ
レット及び啓発グッズを、集団
健診会場や講座等で配布もしく
は設置。パンフレットは772部、
啓発グッズは375個配布した。こ
ころの悩み無料相談について
は、ｄボタンでの周知を行い、他
課でも精神的な健康課題を抱
えている人に対し窓口でのチラ
シ配布を行った。

実
施

継続して実施していく。

健
康
課

心の健康相談を含んだ
健康相談に対応するた
め、地域包括支援セン
ターを高齢者総合相談
窓口として周知する。

男女が互いに助け合い、心の
健康相談を含んだ健康相談に
対応するため、地域包括支援
センターが高齢者の総合相談
窓口であることを周知した。 実

施

男女が互いに助け合い、心の
健康相談を含んだ健康相談に
対応するため、地域包括支援
センターが高齢者の総合相談
窓口であることを周知していく。

高
齢
者
支
援
課

成年後見
制度につ
いての相
談や支援
の情報提
供を行い
ます。
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65 精神的
問題に
対する
正しい
知識の
普及・
啓発

心の健康
づくりの一
つとして
精神的な
問題に対
し、講演
会などを
実施し、
正しい知
識の普
及・啓発
を推進し
ていきま
す。

その都度の精神保健に
関するトピックスを各講演
会でのテーマにするな
ど、状況に適応した啓発
活動ができるよう努めま
す。

不登校や8050問題等、ひきこも
りに関係するニュースが増えた
事を受け、ひきこもり状態にある
本人・家族や、ひきこもりの人へ
の支援に関心のある人を対象
に、「ひきこもりについての基本
的な理解」をテーマとした講座
を実施した。

実
施

継続して実施していく。

健
康
課

41



大綱　5　　



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
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所
管
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66 地域に
おける
固定的
性別役
割分業
意識の
是正の
ための
広報･啓
発

地域活動
における
固定的性
別役割分
業が見直
されていく
ことを促進
するため、
広報紙な
どを活用
した情報
提供や講
演会など
による啓
発を進め
ます。

〇区公民館人権問題研
修会などで、男女共同参
画地域づくり推進委員会
と行政が共同で、男女共
同参画の趣旨及び固定
的性別役割分業意識を
是正する内容の講座を
行う。〇講演会、講座、
啓発冊子「パートナー21」
などで、固定的性別役割
分業意識を見直す必要
性についての内容を盛り
込む。

○座・しゃくなげの主な活動
　・市防災訓練（公演）
　・人権フェスタなかがわ2022
（ステージ発表）
　・市男女共同参画講座（公
演）

実
施

○令和5年度は、各区公民館研
修をはじめ、様々な公演機会の
確保に向けて働きかけを行う。

人
権
政
策
課

67 地域社
会活動
への
ジェン
ダー平
等の促
進

自治公民館の役員ほか
関係者が対象の「男女共
同参画社会の実現」を
テーマにした研修会を関
係機関と協力して開催す
る。また、実現及び推進
している自治公民館（地
域）を例（モデル）として
他館（他地域）に紹介す
る。

コロナ禍で開催回数が少なかっ
たこともあり、各自治公民館に
おいては「男女共同参画社会」
に関する研修会を開催できな
かった。

未
実
施

自治公民館の役員ほか関係者
が対象の「男女共同参画社会
の実現」をテーマにした研修会
を関係機関と協力して開催す
る。また、実現及び推進してい
る自治公民館（地域）を例（モデ
ル）として他館（他地域）に紹介
する。

社
会
教
育
課

地域社会活動において、
固定的性別役割分業や
男女間の差別が生じない
ように配慮を促すととも
に、男女共同参画を推進
している地域をモデルと
して推奨する。

8月開催の区長会では、部落差
別に関するテーマで研修を開
催したが、男女共同参画の研
修や推進している地域等の調
査までは至らなかった。 検

討

男女共同参画を推進している
地域調査等できなかったため、
2023年度も引き続きその有無を
含めて可能性を模索する。 総

務
課

〇区公民館人権問題研
修会などで、男女共同参
画地域づくり推進委員会
と行政が共同で、固定的
性別役割分業意識を是
正に繋がる講演会を行
う。〇講演会、講座、啓
発冊子「パートナー21」な
どで、固定的性別役割分
業意識改革の必要性に
ついての啓発を行う。

○座・しゃくなげの主な活動
　・市防災訓練（公演）
　・人権フェスタなかがわ2022
（ステージ発表）
　・市男女共同参画講座（公
演）

実
施

○令和5年度は、各区公民館研
修をはじめ、様々な公演機会の
確保に向けて働きかけを行う。

人
権
政
策
課

68 職場･家
庭･地域
などに
おける
行事・
慣行の
点検と
見直し

職場・家
庭・地域
などの身
近な行事
や慣行に
ついて、
ジェン
ダー平等
の視点か
ら点検や
見直しを
行いま
す。

〇職場内では、ジェン
ダー平等に配慮し事務
や行事を実施する。 〇
地域では、男女共同参
画地域づくり推進委員会
と行政が共同で、男女共
同参画についての啓発
を行う。   〇講座などの
アンケート結果を基に、
啓発内容の改善に取り組
む。

○座・しゃくなげの主な活動
　・市防災訓練（公演）
　・人権フェスタなかがわ2022
（ステージ発表）
　・市男女共同参画講座（公
演）

実
施

○アンケートを活用し、公演内
容の充実を図る。令和5年度
は、各区公民館研修をはじめ、
様々な公演機会の確保に向け
て働きかけを行う。

人
権
政
策
課

地域社会
活動にお
いて、固
定的性別
役割分業
や男女間
の差別が
生じない
ように配慮
を促すとと
もに、ジェ
ンダー平
等を推進
している
地域をモ
デルとし
て推奨し
ます。
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69 地域に
おける
女性の
積極的
登用に
向けて
の啓発

地域の諸
団体にお
ける女性
の役員登
用が図ら
れるよう
に、方針・
決定の場
に女性が
参画する
ことの重
要性につ
いて啓発
を行いま
す。

〇区公民館人権問題研
修会などで、男女共同参
画地域づくり推進委員会
と行政が共同で、女性登
用の意義について啓発
を行う。

○自治会女性役員参画推進補
助金
　・女性が3割以上　9区
　・区長が女性　2区

実
施

○当該補助事業を活用し、今
後も引き続き地域における女性
登用の促進や意義等の普及啓
発を図っていく。

人
権
政
策
課

70 子育てサークルの育成
交流　活動支援をする

子育てサークルに3団体の登録
があり、育成、交流、活動支援
を行った。

実
施

今後も子育てサークルの育成、
交流、活動支援を図っていく。

こ
ど
も
応
援
課

乳幼児学級や家庭教育
学級の講座を受講した保
護者が、講座終了後に子
育てサークルや子育て
ネットワークを組織できる
よう関係機関と協力して
支援する。

家庭教育学級では、学びと仲
間づくりの場として「ルーム」を
年間4回実施し、学級生同士の
交流や学習したことの振り返り
を行うことができた。 実

施

2023年度も学級生つどいの場
「ルーム」を年4回実施し、学び
の深化と仲間づくりができる場と
する予定である。

社
会
教
育
課

71 地域で
の高齢
者の
ネット
ワーク
支援

地域での
高齢者の
生きがい
づくりのた
め、また孤
立しやす
い高齢者
を地域で
支えるた
め、高齢
者同士の
連携・ネッ
トワークづ
くりの支援
を行いま
す。

生きがいづくりのため老
人クラブ連合会活動に補
助金を交付する。
要援護者高齢者台帳の
整備を図るとともに、各行
政区による見守り活動が
実施・拡大されるよう支援
を図る。

生きがいづくり及びネットワーク
づくり支援のため、シニアクラブ
連合会活動に補助金を交付し
た。「避難行動要支援者等個別
台帳」を整備し、日頃の見守り
活動に活用した。

概
ね
実
施

地域での高齢者の生きがいづ
くりの場であるシニアクラブの会
員数が減少しているため、新規
加入者を増やすことが課題であ
る。
シニアクラブ連合会活動に対し
て助成を行い、高齢者の生きが
いづくり及びネットワークづくり
の支援を行う。避難行動要支援
者等個別台帳の整備を続け、
孤立しやすい高齢者を地域で
支えることができるよう支援して
いく。

高
齢
者
支
援
課

72 高齢者
の介護
サポート
体制の
充実

高齢者が
在宅や施
設におい
て安心し
て生活で
きるととも
に、介護
者の負担
を地域全
体で支え
ていくた
め、高齢
者介護を
担う関係
団体など
の連携を
進めてい
きます。

地域団体とのネットワーク
をつくり、高齢者介護サ
ポート体制の充実に努め
る。

キャラバン・メイト連絡会を開催
し、地域のキャラバン・メイトと連
携して高齢者介護サポート体制
の充実を図った。

概
ね
実
施

認知症サポーター養成講座や
認知症声掛け訓練等を継続し
て開催していくうえで、地域団
体やキャラバン・メイトの協力が
必要である。また、地域の認知
症サポーターやキャラバン・メイ
トを安定的に維持していくた
め、今後も認知症サポーター等
の増員に取組んでいくとともに、
認知症に対する理解を深めて
いく。

高
齢
者
支
援
課

地域にお
ける子育
てグルー
プの育成
と、子育て
グループ
間の交流
を図り活
動支援を
行いま
す。

地域で
の子育
てサ
ポート
体制の
支援

43



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

73 子育てに対する固定的
性別役割分担意識の改
善

妊婦とその夫を対象にした「プ
レパパママ講座」や、父親も参
加できるように日曜日開催の
「サンデーあそぼっ」を実施し、
子育てに対する固定的性別役
割分業意識の改善に取組ん
だ。また、「赤ちゃんとママの集
い」に父親の参加を促し、子育
ては母親だけでなく、父親も一
緒にしていくことを啓発していっ
た。

実
施

「赤ちゃんとママの集い」から
「赤ちゃんとパパママの集い」と
名称を変更し、開催日も日曜日
に変えることで、父親の参加を
促し、子育てに対する固定的性
別役割分業意識の改善を目指
し、今後も継続して取組んでい
く。

こ
ど
も
応
援
課

子育てや介護に対する
固定的性別役割分業意
識の意識改革に努める。

介護保険サービスについて掲
載したパンフレット及び高齢者
在宅福祉サービスについて掲
載したパンフレットを用い、サー
ビスの申請や相談に来られた
際に窓口で説明・配付した。ま
た、65歳に年齢到達した人には
介護保険証と一緒に介護保険
サービスについて掲載したパン
フレットを郵送し、男女が仕事と
介護を両立できるようにサービ
スの啓発を行った。

概
ね
実
施

パンフレット等を用いて介護保
険や福祉に関するサービスを
分かりやすく説明し、引き続き
介護について抱えている不安
を取り除く必要がある。

高
齢
者
支
援
課

〇講演会、講座の中に、
子育てや介護における固
定的性別役割分業意識
是正の必要性について
の内容を盛り込む。〇
「参画なかがわ」や啓発
冊子「パートナー２１」など
に、男女共同参画度
チェックシートについて掲
載する。

○男女共同参画講座（録画配
信）
第4回
　テーマ：「男性にとっての男女
共同参画～料理編～」
　講師：貞方　伸彦さん、柴山
光生さん
　協力：八代　由美さん

※講師へのインタビューの中
で、固定的性別役割分業意識
の是正が必要であることを啓発
する内容を盛り込んだ。

概
ね
実
施

○子育てや介護の場面のみに
とらわれず、あらゆる場面を通し
て固定的性別役割分業意識の
是正に向けた啓発に取り組ん
でいく。

人
権
政
策
課

74 リーダーの育成を目的と
した研修会を開催する社
会教育関係団体を支援
する。

那珂川市婦人会では、4月に県
婦連総会、6月に九婦連総会に
出席し、リーダーとしてあるべき
姿を学ぶことができた。

実
施

女性が公の場で意思決定に関
わることへの重要性をもっと周
知していきたい。
2023年度は、研修会等に積極
的に参加し、女性リーダーの推
進を図りたい。

社
会
教
育
課

〇男女共同参画地域づ
くり推進委員会と行政が
共同で行っている啓発活
動により、地域でのリー
ダーを育成を図る。○男
女共同参画地域づくり推
進委員の募集について、
手法を検討する〇女性
人材リストは、登録者を増
やすために広報などで周
知を行う。

○男女共同参画講座
第2回
　テーマ：「地域リーダーを目指
す女性研修会報告会」～ジェン
ダー川柳からみる男女共同参
画など～
　講師：八代　由美さん、常深
陽子さん他

※ジェンダー平等・男女共同参
画についての知識や国際的な
動き、リーダーに求められる能
力などについて幅広く学習した
研修生に報告いただくことで、
本市における男女共同参画を
推進するリーダーの育成を図っ
た。

実
施

○女性人材リストへの新規登録
など、講座への参加をきっかけ
とした人材育成も同時に行って
いく。

人
権
政
策
課

子育てや
介護に対
する固定
的性別役
割分業意
識の意識
改革を促
すため、
男女共同
参画
チェック
シートを用
いるなど
により啓
発を進め
ていきま
す。

子育て
や介護
に対す
る固定
的性別
役割分
業意識
を是正
するた
めの啓
発

男女共同
参画を進
めるため
の指導的
立場に立
つ人材を
育成する
ため、各
種団体な
どへの情
報提供や
研修会開
催を支援
します。

ジェン
ダー平
等を進
めるリー
ダーの
育成

44



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

75 男女共
同参画
社会づ
くりに関
する情
報誌の
発行

ジェン
ダー平等
に関する
社会的情
勢や出来
事など、
男女共同
参画社会
づくりに関
する情報
誌を発行
します。

〇「あいなかニュース」を
年2回発行し、あいなか
や登録団体の活動を紹
介する。〇啓発冊子
「パートナー21」を作成
し、全戸配布する。

○令和4年度は、性の多様性を
テーマに「パートナー21」を作
成し、全戸配布した。

実
施

○今後もジェンダー平等をテー
マとした啓発冊子「パートナー
21」を作成し、全戸配布する。

人
権
政
策
課

76 ジェン
ダー平
等を推
進する
団体と、
ＮＰＯ・
ボラン
ティア団
体との
ネット
ワーク
づくりの
支援

ジェン
ダー平等
を推進す
る団体と、
ＮＰＯ・ボ
ランティア
団体との
ネットワー
クづくりの
支援を行
い、団体
間の連携
を進めま
す。

○男女共同参画推進セ
ンター利用登録団体へ
情報の提供を行う。○男
女共同参画週間に係る
街頭啓発や講演会、講
座などの啓発事業を行政
と共同で企画し運営す
る。

○あいなか利用登録団体と協
働し、男女共同参画に関する
各種事業を実施した。
（主な協働事業）
　・男女共同参画講演会
　・男女共同参画講座

実
施

○今後も男女共同参画を推進
する団体と協働し、各種事業を
行う。

人
権
政
策
課

77 ＮＰＯ・
ボラン
ティア活
動など
に対す
るジェン
ダー平
等視点
からの
支援

ＮＰＯ・ボ
ランティア
活動など
に対して、
ジェン
ダー平等
視点から
の支援を
行いま
す。

ＮＰＯ・ボランティア活動
などに対して、男女共同
参画視点からの支援を行
う。

男女共同参画に係る講座の開
催や、研修受講にまでは至らな
かった。

検
討

開催方法（オンライン開催等）
や講座内容を含め他市町村の
事例を参考に検討していく。ま
た、センター職員・市担当者に
ついては研修等を受講する機
会を設け、スキルアップを図る。 総

務
課

78 ＮＰＯ団
体とボラ
ンティア
団体と
の交流
の充実

主体的に
地域活動
に参画で
きる環境
づくりを進
めるため、
ＮＰＯ団
体・ボラン
ティア団
体の交流
や情報発
信の機会
を充実し
ます。

男女がともに主体的に地
域活動に参画できる環境
づくりを進めるため、ＮＰ
Ｏ団体・ボランティア団体
の交流や情報発信の機
会を充実する。

新型コロナウイルス感染症の影
響により団体・個人ともに活動
が停滞気味となっている中、工
夫して活動されている事例をブ
ログ等で発信した。また、11月
には団体・個人ボランティアの
紹介や作品を展示する展示会
を開催し、情報発信に取り組ん
だ。

実
施

新型コロナウイルス感染症の感
染状況も徐々に緩和しており、
ウィズコロナの社会へと変化し
ているため、従来のように活発
な活動が再開できるよう、NPO
団体等の交流の機会を増やし
ていきたい。

総
務
課

79 ジェン
ダー平
等の視
点に
立った
外国人
との交
流や講
座など
の実施

海外の
ジェン
ダー平等
の状況に
ついて関
心を持
ち、よりよ
い社会づ
くりを目指
していくた
め、外国
人との交
流や講座
などの開
催を図りま
す。

海外の男女共同参画の
状況について関心を持
ち、よりよい社会づくりを
目指していくため、外国
人との交流や講座などの
開催を図る。

外国人との交流や講座・座談会
等の開催を検討したが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響もあ
り、実施には至らなかった。

検
討

国や県の動向を把握し、必要な
情報を収集し、発信していくこと
が必要である。また、海外の男
女共同参画の状況について関
心を持ち、よりよい社会づくりを
目指していくため、外国人との
交流や講座などの開催を図る。

総
務
課
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80 外国人
への生
活支援

在住の外国人、男女に関
わらず、地域で自立して
生活ができるよう多言語
の情報提供などを充実し
ていく。

児童手当等の制度説明におい
て、外国語で案内できるパンフ
レットを活用し案内を行えるよう
準備した。

実
施

国や社団法人等のホームペー
ジに添付されている多言語の
案内様式等を必要に応じ参考
にしながら活用していく。

こ
ど
も
応
援
課

在住の外国人、男女に関
わらず、かつ地域で自立
して生活できるよう多言
語の情報提供などを充実
していきます。

福岡県が作成した「外国人の防
災ハンドブック」をホームページ
での掲載を継続したが、新規の
取組みを検討するまでで、実施
には至らなかった。 検

討

●課題
避難情報等、多言語の情報提
供等が今後必要になってくる。
●取組・目標
多言語による避難情報の提供
方法の調査・研究を実施する。

安
全
安
心
課

日本語が理解できない児
童・生徒を支援するため
の通訳ボランティア派遣
事業を、必要に応じて活
用していきます。また、在
住の外国人、男女に関わ
らず、かつ地域で自立し
て生活できるよう多言語
の情報提供などを充実し
ていきます。

対象となる児童生徒がいなかっ
たため、通訳派遣ボランティア
は実施しなかった。

未
実
施

日本語が理解できない児童・生
徒の把握に努めるとともに、必
要に応じて通訳ボランティア派
遣事業を活用していく。

学
校
教
育
課

在住の外国人、男女に関
わらず、地域で自立して
生活できるよう多言語の
情報提供を充実する。

前年度に「英語版ごみ出しカレ
ンダー」を作成し、今年度は英
語以外での言語による作成を
検討したが、実施には至らな
かった。

一
部
実
施

市民課窓口アンケート等から英
語以外の言語のニーズを把握
し、多言語版ごみ出しカレン
ダー作成を検討する。 環

境
課

母子手帳は、外国語版を
準備し、必要に応じて交
付を行う。

外国語版の母子健康手帳を購
入し、定数配置している。

実
施

特に問題なし。今後も継続して
実施していく。

健
康
課

在住の外国人、男女に関
わらず、かつ地域で自立
して生活できるよう多言
語の情報提供などを充実
する。

多言語で情報提供できるような
ツールの確認等を行ったが、実
際に取り入れるには至らなかっ
た。

実
施

在住の外国人、男女に関わら
ず、地域で自立して生活できる
よう多言語の情報提供の手段を
確認する。

高
齢
者
支
援
課

外国人が自立して生活
できるような多言語の情
報提供を充実する。

外国人が自立して生活できるよ
う必要に応じてチラシ配布等の
案内を行った。準備できる言語
のチラシ等に限りはあったが、
可能な限りの情報提供を行っ
た。

概
ね
実
施

外国人が自立して生活できるよ
う、可能な限りの多言語の情報
提供を充実させる。

市
民
課

在住の外
国人、男
女に関わ
らず、か
つ地域で
自立して
生活でき
るよう多言
語の情報
提供など
を充実し
ていきま
す。

46



事
業
番
号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

在住の外国人、男女に関
わらず、かつ地域で自立
して生活できるよう多言
語の情報提供などを充実
していきます。

外国人、男女に関わらず、窓口
に来られた場合は、相手にでき
るだけ理解いただけるような対
応を行うことを心掛けた。 概

ね
実
施

在住の外国人、男女に関わら
ず、納税に関する相談や情報
提供ができるよう、多言語による
対応の充実を図る。 収

納
課

特に無し 多言語による情報発信、情報
提供は実施できなかった。

未
実
施

窓口等における多言語による
情報提供が実施できるよう、パ
ンフレット等の刊行物について
検討していく。

生
活
福
祉
課

日本語が理解できない児
童・生徒を支援するため
の通訳ボランティア派遣
事業を、必要に応じて活
用していきます。また、在
住の外国人、男女に関わ
らず、かつ地域で自立し
て生活できるよう多言語
の情報提供などを充実し
ていきます。

対象となる児童生徒がいなかっ
たため、通訳派遣ボランティア
は実施しなかった。

未
実
施

日本語が理解できない児童・生
徒の把握に努めるとともに、必
要に応じて通訳ボランティア派
遣事業を活用していく。

学
校
教
育
課

在住の外国人、男女に関
わらず、かつ地域で自立
して生活できるよう多言
語の情報提供などを充実
していきます。

外国人、男女に関わらず、窓口
に来られた場合は、相手に寄り
添った対応を行うことを心掛け
た。 概

ね
実
施

引き続き、在住の外国人、男女
に関わらず、市税に関する相談
や情報提供ができるよう、多言
語による対応の充実を図る。 税

務
課

81 地域防
災活動
への女
性参画
の促進

地域にお
ける自主
防災組織
などの形
成を通じ
て、ジェン
ダー平等
の視点に
立った防
災力の向
上を図ると
ともに、地
域防災の
推進を図
ります。

市内36行政区での自主
防災組織の設立と運営

37行政区において自主防災組
織が設立され、活動した。また、
各区の自主防災組織が相互連
携し、市内の自主防災力の向
上を図ることを目的とした「那珂
川市自主防災協議会」の構成
員（会員）は37名であり、うち女
性は3名であった。 概

ね
実
施

●課題
自主防災活動への女性の参画
の推進
●取組・目標
男女共同参画の視点に立った
防災活動を実施していただくた
めに、那珂川市市民防災訓練
や自主防災活動に女性の参加
を案内することで女性の参画人
数を増加させる。

安
全
安
心
課

82 ジェン
ダー平
等の視
点での
防犯・
防災体
制の構
築

防犯・防
災の分野
におい
て、女性
の配置の
重要性を
考慮し、
政策・方
針決定過
程への女
性参画の
推進と、
女性消防
団の配置
を行いま
す。

防災会議の女性委員の
割合を30％以上になるよ
う努める。
女性消防団員数10名の
維持

令和3年度3月の防災会議の開
催に伴い委嘱した委員は、任
期途中の為、改選等はなし。委
員25人、うち女性委員5人。
女性消防団定員数12名に対
し、5名の女性消防団員で活動
している。

概
ね
実
施

●課題
防災会議の委員については、
各団体の職責に応じて委嘱す
ることから、適切な女性委員の
配置をすることが困難な状況に
ある。
●取組・目標
防災会議の委員を可能な限り
女性委員を委嘱できるよう、女
性消防団の職務内容の広報
や、女性団員の確保に努めて
いく。

安
全
安
心
課
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業
番
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2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

83 災害時要援護者支援体
制の充実

避難行動要支援者台帳を更新
し（6月と1月の年2回）、区長及
び民生委員・児童委員に名簿
を配布した。また、民生委員児
童委員連合協議会の会議に
て、避難行動要支援者の取組
みについて啓発を行った。

概
ね
実
施

●課題
高齢者や障がい者だけでなく、
子どもや外国人等配慮の必要
なすべての人々が災害発生時
に円滑に避難することができる
ように、情報提供をはじめとした
体制整備等が必要である。
●取組・目標
避難行動要支援者と民生委
員・児童委員及び自主防災組
織の避難行動支援者で情報の
共有を図り、災害発生時の逃げ
遅れを防ぐための取組みを強
化していく。

安
全
安
心
課

「災害時等要援護者支援
台帳」の整備を図り、民
生委員・児童委員と協力
した日頃からの見守り活
動を行い災害時等対応
ができるように努める。

「避難行動要支援者等個別台
帳」の整備を図り、民生委員・児
童委員と協力し日頃からの見守
り活動を行った。

概
ね
実
施

「避難行動要支援者等個別台
帳」の整備に関し、日頃の見守
りと災害時対応の両方で活用
できるよう、それぞれの対象者
を整理する必要がある。引き続
き「避難行動要支援者等個別
台帳」の整備を図り、民生委員・
児童委員」と協力した日頃から
の見守り活動を行い、災害時対
応が出来るように努める。

高
齢
者
支
援
課

災害時等要援護者個別
台帳を整備を行います。

避難行動要支援者と要配慮者
を把握するために台帳の整備
を行い、避難支援を行った。ま
た、関係機関と連携し、感染症
等拡大防止措置を施した福祉
避難所を必要に応じて開設で
きるよう協議を行った。 実

施

避難行動要支援者等を把握し
台帳未登録者への登録を促す
ため、障がい者手帳所持者に
対する全件調査を実施し、台帳
の整備を行っていく。また、新
規障がい者手帳取得者に対し
て、制度の説明を行うなどの情
報提供、避難行動要支援者台
帳システムの改修を行い、機能
の充実を図ります。

障
が
い
者
支
援
課

災害時に
おける女
性、高齢
者、障が
い者、子
ども、外国
人など、そ
れぞれの
ニーズの
違いを踏
まえ、ジェ
ンダー平
等の視点
を取り入
れた救
助、支援
対応、避
難環境の
整備を行
います。

女性、
高齢
者、障
がい者
などに
配慮し
た災害
時の救
助、支
援対
応、避
難環境
の整備
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所
管
課
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84 住民の
活動拠
点として
の男女
共同参
画推進
セン
ターの
機能充
実

ジェン
ダー平等
を推進す
る個人や
団体の
ネットワー
ク活動が
できるセン
ター機能
充実と、
誰もが利
用しやす
い環境、
時間等を
考慮しな
がら取り組
みます。

○あいなかを住民に親し
みやすい施設とするた
め、広報や講座などをと
おして周知する。○男女
共同参画推進センター
利用登録団体間のネット
ワークや団体交流を充実
させる。

○令和4年度は、あいなかコミュ
ニケーションスペースが新型コ
ロナウイルス感染症のワクチン
接種の控え室となり、使用でき
なかったが、代替場所の確保な
ど、あいなか利用登録団体の活
動への支援は継続して行った。

概
ね
実
施

○あいなか利用登録団体の活
動を支援し、住民がよりあいな
かコミュニケーションスペースに
親しんでもらえるよう、施設紹
介、男女共同参画作品の展示
を行うとともに、チラシ・リーフ
レットや冊子の設置方法を工夫
する。
○令和5年度も、あいなかコミュ
ニケーションスペースが新型コ
ロナウイルス感染症のワクチン
接種の控え室となる場合は、代
替場所の確保等の団体活動の
支援は継続して行う。

人
権
政
策
課

85 職員の
構成に
ついて
の点
検・検
討

職員の配
置や登用
等につい
て、それ
ぞれの能
力に応じ
た均等な
機会提供
がなされ
ているか
点検し、
積極的に
是正して
いきま
す。

毎年度の定期人事異動
時に点検・検証を行う。

人事評価制度を実施し、それぞ
れの能力に応じた人事管理を
実施するとともに、定期人事異
動時に点検・検証を行った。

実
施

今後も継続して実施する。

人
事
秘
書
課

86 性別に基づく固定化した
慣行・慣習を見直す。

あらゆる業務において、男女で
役割は分担せずに業務を行っ
た。

実
施

今後も継続して取り組んでい
く。

こ
ど
も
応
援
課

性別に基づく固定化した
慣行・慣習の点検と見直
しを進め、行政サービス、
事務事業、職員の事務
分担をジェンダー平等の
視点で点検していきま
す。

業務内容の点検を行った結
果、これまでと同様に事務分担
を実施することで、性別による
事務分担ではなく、平等に事務
分担を行うことに配慮した。 実

施

今後も継続して実施していく。

安
全
安
心
課

性別に基づく固定化した
慣行、習慣は常に見直し
て進めていく。また、男女
共同参画の視点で事務
処理を行い、行政サービ
ス事務事業及び職場環
境を男女共同参画の視
点で点検を行う。

性別に基づく固定化した慣行、
慣習にとらわれない役割分担を
常に意識し日常業務にあたっ
た。 概

ね
実
施

性別に基づく固定化した慣行、
慣習にとらわれない役割分担を
常に意識し、日常業務にあたる
ことを徹底させる。 下

水
道
課

慣行・慣
習の見
直し及
び、行
政サー
ビス、事
務事
業、事
務分担
を男女
共同参
画の視
点で点
検

性別に基
づく固定
化した慣
行・慣習
の点検と
見直しを
進め、行
政サービ
ス、事務
事業、職
員の事務
分担を
ジェン
ダー平等
の視点で
点検して
いきます。
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番号
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（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

男女共同参画の視点で、
行政サービスや事務事
業を見直し、業務をすす
めていく。

小学校については管理職等任
用試験が行われており、能力に
応じた配置が行われた。
※小中学校長(女性3名、男性7
名)
※小中学教頭（女性1名、男性9
名）
また、性別に固定化した慣行・
慣習を行わず、性別に関係なく
業務を行った。

概
ね
実
施

小中学校の教職員の任命権者
は県であり、登用や配置の点
検・是正はできないが、ジェン
ダー平等の視点で行政サービ
スや事務事業を見直し、業務を
進めていく。

学
校
教
育
課

行政サービス、事務事
業、職員の事務分担等に
ついて、性別に基づく固
定化した慣行・慣習の点
検を行い、見直しを進め
る。

性別にとらわれず、行政サービ
ス、事務事業の実施に努めた。

概
ね
実
施

行政サービス、事務事業、職員
の事務分担等について、性別
に基づく固定化した慣行・慣習
の点検を行い、必要があれば
改善を行っていく。

環
境
課

男女共同参画の視点で、
行政サービスや事務事
業を見直し、業務をすす
めていく

日頃の業務において、男女共
同参画の視点で行政サービス
や事務事業を見直し、業務をす
すめた。那珂川市教育施策要
綱について男女共同参画の視
点で点検評価を行った。また、
教育要覧を男女共同参画の視
点で作成した。

概
ね
実
施

今後も男女共同参画の視点で
行政サービスや事務事業を見
直し、業務をすすめていく。 教

育
総
務
課

性別に基づく固定化した
慣行・慣習の点検と見直
しを進め、行政サービス、
事務事業、職員の事務
分担を男女共同参画の
視点で点検する。

性別に基づく固定化した慣行・
慣習にとらわれない男女共同
参画の視点で、職員の事務分
担を実施し、日常業務にあたる
ことができた。

概
ね
実
施

性別に基づく固定化した慣行、
慣習にとらわれない男女共同
参画の視点で、日常業務に取
組んでいく。 建

設
課

―

各担当の事務分担において、
性別に基づく固定化した慣行・
慣習による分担は行っていな
い。

実
施

性別に基づく固定化した慣行・
慣習による分担は行っていない
ため、引き続きジェンダー平等
の視点で業務分担を行う。

行
政
経
営
課

行政サービス、事務事
業、職員の事務分担にお
いて性別に基づく固定化
した慣行・慣習を見直
す。

行政サービス、事務事業、職員
の事務において、性別に基づく
役割分担は行っていない。

実
施

なし

高
齢
者
支
援
課

事業計画：性別に基づく
固定化した慣行・習慣の
点検と見直しを進め、行
政サービス、事務事業、
職員の事務分担を男女
共同参画社会となった状
態とする。

性別にとらわれるような行政
サービス、事務作業、事務分担
は実施していない。

一
部
実
施

今後もジェンダー平等の視点を
意識した行動に努める。

産
業
課
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番号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

性別に固定化した慣行・
慣習を行わず、男女共同
参画の視点で業務を行
う。

子育て支援課が所管する業務
においては、性別に固定化した
慣行・慣習は特に行っていな
い。

実
施

日常的に意識して、男女共同
参画の視点で業務を行う。

子
育
て
支
援
課

性別に基づく固定化した
慣行・慣習を見直しま
す。

ジェンダー平等の視点による事
務分担等を実施した。

一
部
実
施

今後も継続して行う。

障
が
い
者
支
援
課

男女を問わない交代制ま
たは自己における慣行・
慣習の行いを継続し、点
検を行う。

ジェンダー平等の視点から事務
分担等を行った。

概
ね
実
施

男女を問わない交代制または
自己における慣行・慣習の行い
を継続し、日々点検を行ってい
く。 市

民
課

男女共同参画の視点を
持って事務分担を行う。
また、慣行及び慣習を見
直し、性別を理由として
役割を固定的に分けな
いよう徹底する。

男女共同参画の視点から、課
内の事務分掌においては「力
仕事を要するものは男性、窓口
対応を要するものは女性」と
いった偏見・性別差による事務
分担ではなく、個人の能力に応
じた事務分担を行った。

実
施

これまでの慣行及び慣習を見
直し、固定観念にとらわれること
なく、男女共同参画の視点を
持って事務分担を行っていく。

社
会
教
育
課

男女を問わない交代制、
また、自己における慣行・
慣習の見直しと点検を継
続して行う。

男女を問わない役割分担また
は自己における慣行・慣習の見
直しを継続し、点検を行った。

概
ね
実
施

引き続き、男女を問わない交代
制について点検を継続して行
う。

収
納
課

性別に基づく固定化した
慣行・慣習を見直す。

ジェンダー平等の視点をもった
事務分担等を継続して実施し
た。

実
施

引き続き、ジェンダー平等の視
点をもった事務分担を継続して
実施する。 生

活
福
祉
課

男女を問わない交代制ま
たは自己における慣行・
慣習の行いを継続し、点
検を行う。

男女を問わない役割分担また
は自己における慣行・慣習の見
直しを継続し、点検を行った。

実
施

引き続き、男女を問わない役割
分担となるよう、点検を行う。

税
務
課

男女共同参画の視点を
意識しながら、行政サー
ビス等を行っていく。

性別に基づく固定化した慣行・
慣習のない状態を継続させるこ
とができた。

一
部
実
施

今後も性別に基づく固定化した
慣行・慣習の点検と見直しを進
める必要がある。現状（性別に
基づく固定化した慣行・慣習の
ない状態）を継続させる。

人
事
秘
書
課
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所
管
課
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性別に基づく固定化した
慣行・慣習の点検と見直
しを進め、行政サービス、
事務事業、職員の事務
分担を男女共同参画の
視点で点検していく。

性別に基づく固定化した慣行・
慣習の点検と見直しを進め、行
政サービス、事務事業、職員の
事務分担を男女共同参画の視
点で点検を行った。 実

施

日々の業務において、男女共
同参画の視点を持って業務に
取り組む必要がある。性別に基
づく固定化した慣行・慣習の点
検と見直しを進め、行政サービ
ス、事務事業、職員の事務分担
を男女共同参画の視点で点検
していく。

総
務
課

 慣行・慣習について見
直しを行い、サービス提
供時や事務分担時は男
女共同参画の考えの元
で実施する。

性別に基づく固定化した慣行・
慣習の見直しを行い、男女共
同参画の視点を持ち、サービス
提供や事務分担を行った。

実
施

引き続き男女共同参画の視点
を持ち、サービス提供や事務分
担を実施する。 地

域
づ
く
り
課

性別に基づく固定化した
慣行・慣習の点検と見直
しを進め、行政サービス、
事務事業、職員の事務
分担をジェンダー平等の
視点で点検する。

性別に基づく固定化した慣行・
慣習について各職員が日常的
に意識し、性別に囚われない行
政サービス、事務事業、事務分
担を実施した。性別による事務
分担等は行っていない。

概
ね
実
施

今後もジェンダー平等の視点を
意識した行動に努めていく。

都
市
計
画
課

男女共同参画の視点を
持って事務分担を行う。
また、慣行及び慣習を見
直し、性別を理由として
役割を固定的に分けな
いよう徹底する。

新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から中止・延期とな
る事業もあったが、イベントの実
施の際は性別を理由とした役割
の固定化を行わないよう、関係
団体と共に事業に取り組んだ。

一
部
実
施

性別で役割を固定しないよう事
務分担を行いながら、引き続き
関係団体と共に事業に取り組
む。

文
化
振
興
課

○ジェンダー平等の視点
で事務分担を行い、行政
サービス、事務事業及び
職場環境の点検を行う。

○ジェンダー平等の視点で事
務分担を行い、行政サービス、
事務事業及び職場環境につい
て、性別により偏りがないか点
検を行った。 実

施

○令和5年度も継続して実施す
る。

人
権
政
策
課

現状（性別に基づく固定
化した慣行・慣習のない
状態）を継続させる。

性別に基づく固定化した慣行・
慣習のない状態で、行政サー
ビス、事務分担等を実施するこ
とができた。また、業務を男性と
女性で分け隔てることなく同じ
業務を行っている。

実
施

現状（性別に基づく固定化した
慣行・慣習のない状態）を継続
させる。

会
計
課

慣習等にとらわれない役
割分担を今後も継続して
行う。また、男女共同参
画の視点で事務分担を
継続して行う。

性別に基づく固定化した慣習
に捉われないように事務分担の
点検を行った。点検の結果、性
別で業務を分けることなく、男
性も女性も平等な業務分担と
なっていることを確認した。

実
施

慣習にとらわれない役割分担を
今後も継続して行っていく。ま
た、男女共同参画の視点で事
務分担を継続して行う。

議
会
事
務
局

男女共同参画の視点で、
行政サービスや事務事
業を見直し、業務をすす
めていく。

女性の多い職場ではあるが
ジェンダーに対する固定観念の
ないように業務を行っている

実
施

継続して取り組んでいく。

中
央
保
育
所
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男女共同参画の視点を
持って事務分担を行う。
また、慣行及び慣習を見
直し、性別を理由として
役割を固定的に分けな
いよう徹底する。

女性のみの職場であるが、固定
化した考えではなく、ジェン
ダー平等の視点で業務につい
て十分に配慮した。

実
施

今後も、ジェンダー平等の視点
で保育や保護者への接し方等
を見直し、必要に応じて改善し
ていく。

岩
戸
幼
稚
園

育児等に関する休暇の
取得状況並びに女性の
登用・育成等について調
査及び検証を行い、職員
の男女共同参画に対す
る意識調査も併せて実施
する

那珂川市特定事業主行動計画
の中で育児等に関する休暇の
取得状況並びに女性の登用・
育成等について調査を行った
が、検証までは至らなかった。 一

部
実
施

那珂川市特定事業主行動計画
の中で育児等に関する休暇の
取得状況並びに女性の登用・
育成等について調査及び検証
を行う。

人
事
秘
書
課

〇男女共同参画プラン推
進状況について各課に
調査を実施し、結果を男
女共同参画審議会で精
査を行う。○男女共同参
画第1次プラン作成に合
わせ職員アンケートを実
施し、結果を男女共同参
画審議会で審議し、プラ
ンに反映させる。

○男女共同参画職員研修でア
ンケート調査を実施した。
○男女共同参画プランの推進
状況を男女共同参画審議会へ
報告した。

実
施

今後も引き続きアンケート調査
と男女共同参画プランの推進
状況報告を行う。

人
権
政
策
課

88 職員の
育児・介
護休業
などの
取得促
進

性別にか
かわりなく
仕事と家
庭及び育
児などの
両立を図
りながら働
き続けるこ
とができる
よう、介
護・看護・
育児休業
制度の周
知徹底を
通じ、取
得しやす
い環境づ
くりを進め
ます。

育児休業等の取得希望
者を対象に、休暇及び休
業制度の内容説明を行
い周知を図る。育児休
業・育児短時間勤務・部
分休業等の取得率目標
男性　10％　女性　100％

育児等に関する休暇制度の周
知徹底、並びに各休暇を取得
できるように、人事担当並びに
各所属で取得しやすい職場環
境の整備を図った。
また、対象者の取得状況を把
握し利用を促した。

実
施

育児等に関する休暇制度の周
知徹底、並びに各休暇を取得
できるように、人事担当並びに
各所属で取得しやすい職場環
境をつくる。
対象者の取得状況を把握し利
用を促す。

人
事
秘
書
課

89 男女共
同参画
都市宣
言に伴
う事業
の実施

男女共同
参画都市
宣言に伴
う、ジェン
ダー平等
に関する
各種施策
を展開し
ていきま
す。

○男女共同参画宣言都
市であることを、様々な機
会を利用して周知する。
○ジェンダー平等意識の
推進を図るため、講演会
や講座を実施する。

○あいなか講座において、男女
共同参画宣言都市であることを
周知した。
　・第5回あいなか講座

実
施

○今後も引き続き様々な機会を
捉えて男女共同参画宣言都市
であることを周知する。

人
権
政
策
課

87 職員へ
の意識
調査の
実施と、
各職場
での

ジェン
ダー平
等状況
の検証

職員の
ジェン

ダー平等
に対する
意識調査
と、各所
属におけ
る男女共
同参画の
状況につ
いて調

査、検証
を行いま

す。
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90 男女共
同参画
推進条
例の周
知徹底

出前講座
や住民対
象の講演
会などを
行い「男
女共同参
画推進条
例」の周
知徹底を
図ります。

○男女共同参画地域づ
くり推進委員会と行政が
共同で行う講座や住民対
象の講演会などで、条例
の説明を行い周知に努
める。

○あいなか講座において、男女
共同参画推進条例の説明を
行った。
　・第5回あいなか講座

実
施

○今後も引き続き様々な機会を
捉えて男女共同参画推進条例
を周知する。

人
権
政
策
課

91 クオータ
制を考
えた行
政推進
組織・体
制の充
実

男女共同
参画社会
の推進に
全庁的に
取り組み、
組織の体
制を調整
していくた
めに、推
進会議、
スタッフ会
議の充実
を図りま
す。

○審議会委員などが改
選されるときは、「那珂川
市附属機関等の委員へ
の女性登用促進要領」に
基づき、男女の比率につ
いて事前協議を行い、女
性の積極的登用を依頼
する。○スタッフ会議委
員の人選は人権政策課
で男女の指定を行い、男
女の比率について偏りが
生じないよう配慮する。

○審議会委員等が改選される
ときは、「那珂川市附属機関等
の委員への女性登用促進要
領」に基づき、男女の比率につ
いて事前協議を行い、女性の
積極的登用を依頼した。
○スタッフ会議委員の人選は人
権政策課で男女の指定を行
い、男女の比率について偏りが
生じないよう配慮した。

実
施

今後も継続して実施する。

人
権
政
策
課

92 苦情処
理制度
の周知
徹底と
活用促
進

苦情処理
制度の活
用促進に
向け町民
へ周知徹
底を図ると
ともに、貴
重な提案
等の活用
について
も推進し
ていきま
す。

〇男女共同参画地域づ
くり推進委員会と行政が
共同で行う講演会で、男
女共同参画苦情処理制
度の周知を行う。〇ホー
ムページや広報紙に男
女共同参画苦情処理制
度について掲載する。

○あいなか講座において、男女
共同参画苦情処理制度の説明
を行った。
　・第5回あいなか講座

実
施

○今後も引き続き様々な機会を
捉えて男女共同参画苦情処理
制度を周知する。

人
権
政
策
課

93 男女共
同参画
審議会
の運営

男女共同
参画審議
会におい
て毎年、
男女共同
参画プラ
ンに基づ
く施策の
実施状況
について
調査審議
を行い、
審議会の
意見と併
せて進捗
状況報告
書を作成
し、広報な
どで積極
的に公表
していきま
す。

○男女共同参画プラン
は、各課の推進状況を調
査し報告書としてまとめ
る。報告書は男女共同参
画審議会で精査のうえ、
疑義についてはヒアリン
グを行い、次年度の推進
へと繋げる。○報告書は
推進本部に報告し、庁内
や関連施設に設置し公
表を行う。○男女共同参
画推進条例第40条に基
づき、審議会と担当課の
意見交流を実施する。

○男女共同参画プランの推進
状況を男女共同参画審議会へ
報告し、審議会の意見を担当
課へフィードバックした。

実
施

○男女共同参画の推進へと繋
げるため、今後も引き続き推進
状況を男女共同参画新議会へ
報告し、審議会の意見を担当
課へフィードバックする。

人
権
政
策
課
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94 プラン
推進状
況の総
合的客
観的な
評価の
検討

プランの
進捗状況
の総合的
客観的な
評価方法
を再点検
し、事業
の改善に
活かして
いきます。

○プラン推進状況を総合
的客観的に評価できる方
法を検討する。○プラン
の進捗状況については
男女共同参画審議会で
精査し、意見を事業の改
善に繋げる。

○男女共同参画プランの推進
状況を男女共同参画審議会へ
報告し、審議会の意見を担当
課へフィードバックした。

実
施

○男女共同参画の推進へと繋
げるため、今後も引き続き推進
状況を男女共同参画新議会へ
報告し、審議会の意見を担当
課へフィードバックする。 人

権
政
策
課

95 女性職
員の能
力発揮
及び管
理職登
用にも
つなが
る研修
会の実
施

女性職員
の能力発
揮と技術
の向上に
向けた研
修を実施
し、積極
的に参加
を促進し
ます。

女性職員の能力開発の
ため研修等への派遣支
援を行う。市町村職員中
央研修「ブラッシュアップ
女性リーダー研修」へ1人
派遣する。

研修機関等が実施している女
性リーダー研修等への派遣は
できなかった。

実
施

女性職員の能力開発のため、
研修機関等が実施している女
性リーダー研修等への派遣に
ついて、職員を1人以上派遣で
きるよう働きかける。 人

事
秘
書
課

96 職員の
ジェン
ダー平
等意識
と能力
が向上
するた
めの研
修の実
施

職員研修
の中に
ジェン
ダー平等
の視点を
取り入れ
て、男女
格差のな
い職場環
境をつくっ
ていきま
す。

毎年度新規採用職員研
修時に男女共同参画に
関する研修を実施する。
また、研修時、性別問わ
ずすべての研修生が平
等に受講できるよう配慮
する。

新規採用職員研修時に男女共
同参画に関する研修を実施し
た。また、研修時、性別問わず
すべての研修生が平等に受講
できるよう配慮した。

実
施

新規採用職員研修時に男女共
同参画に関する研修を実施す
る。また、研修時、性別問わず
すべての研修生が平等に受講
できるよう配慮する。

人
事
秘
書
課

〇新規採用職員に対し、
男女共同参画について
の研修を行う。○職種ご
とに3年計画で、同じ講
師、テーマで、全職員を
対象に研修を実施する。

○新規採用職員対象の研修を
行った。
　・新規採用職員研修（4月4日）
○主査未満の正規職員を対象
にした研修を行った。
　・男女共同参画職員研修
　　テーマ：「自身のアンコン
シャス・バイアスを知り、仕事に
生かす」
　　講　師：神﨑　智子氏（福岡
県男女共同参画センターあす
ばるセンター長）
　　受講方式：
　　　①自席視聴
　　　　配信期間　12/5（月）～
1/13（金）
　　　②会場で視聴
　　　　12月5日（月）、12月9日
（金）、12月15日（木）

実
施

○令和5年度も継続して職員研
修を実施する。令和6年度以降
の研修テーマ等の検討を行う。

人
権
政
策
課

97 管理監
督者等
のジェン
ダー平
等意識
が向上
するた
めの研
修の実
施

管理監督
者などの
意識を高
める研修
を実施し
ます。

福岡県市町村職員研修
所主催「新任係長・課長
研修」へ該当者を派遣す
る。

福岡県市町村職員研修所主催
「新任係長・課長研修」へ該当
者の一部を派遣した。

実
施

福岡県市町村職員研修所主催
「新任係長・課長研修」へ昨年
度の未受講者と今年度の該当
者を派遣する。 人

事
秘
書
課
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〇管理監督者の男女共
同参画意識高揚を促す
ため、研修を実施する。
〇ジェンダー平等意識の
高揚のために、管理監督
者を含め全職員に対し講
演会や講座の情報を提
供する

○主査未満の正規職員を対象
にした研修を行った。
　・男女共同参画職員研修
　　テーマ：「自身のアンコン
シャス・バイアスを知り、仕事に
生かす」
　　講　師：神﨑　智子氏（福岡
県男女共同参画センターあす
ばるセンター長）
　　受講方式：
　　　①自席視聴
　　　　配信期間　12/5（月）～
1/13（金）
　　　②会場で視聴
　　　　12月5日（月）、12月9日
（金）、12月15日（木）

概
ね
実
施

○令和5年度も継続して職員研
修を実施する。令和6年度は管
理監督者対象の実施年度であ
るため、テーマ等の検討を行
う。

人
権
政
策
課

98 審議会
等への
女性の
参画を
促して
いくため
の女性
人材リス
トの積
極的な
活用

町内、近
隣市町在
住の、審
議会等委
員として
活躍でき
る女性の
人材につ
いて情報
収集を行
い、必要
に応じて
人材活用
が図られ
る体制づ
くりを実施
します。

〇「女性人材リスト設置要
綱」に基づき、女性が政
策、方針決定過程の場
へ参画していくため登録
者の募集を行う。また、登
録者については、各所属
に活用を行うよう依頼を
行う。

○庁内向けに女性人材リストの
登録者情報を提供し、審議会
等への人材活用を図った。
　・令和4年度：10名

実
施

○今後も引き続き女性人材リス
トの登録者数確保と人材活用を
図っていく。

人
権
政
策
課

99 審議会
等にお
ける委
員のク
オータ
制の点
検と定
着

審議会において女性委
員の参画を推進する

複合児童福祉施設運営委員会
は改選期に当たるため、男女の
バランスに配慮して取り組ん
だ。新設する子どもにやさしい
まちづくり推進会議は男女のバ
ランスに配慮して取組んだ。 実

施

今後も継続して取組んでいく。

こ
ど
も
応
援
課

委員等改選の時は、男
女の比率について配慮
し、女性の積極的登用を
進める。

令和3年度3月の防災会議の開
催に伴い委嘱した委員は、任
期途中の為、改選等はなし。委
員25人、うち女性委員5人。

未
実
施

●課題
防災会議の委員については、
各団体の職責に応じて委嘱す
ることから、適切な女性委員の
配置をすることが困難な状況に
ある。
●取組・目標
防災会議の委員を可能な限り
女性委員を委嘱できるよう努め
ていく。

安
全
安
心
課

特になし（クオータ制に適
する審議会がない）

特になし（クオータ制に適する
審議がない）

未
実
施

特になし（クオータ制に適する
審議会がない）

学
校
教
育
課

「那珂川
町附属機
関等の設
置及び運
営に関す
る規程」に
基づき、
審議会等
への委員
のクオー
タ制を確
立するた
め、女性
の積極的
登用を進
めます。
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事業
番号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

・環境審議会委員(11人)
の女性を３人以上に努め
る。
・環境保全推進員(37人)
の女性を11人以上に努
める。

令和4年度の環境保全推進員
は令和4年度から令和5年度の2
年間任期となっている。その結
果、推進員37人のうち8人が女
性の推薦者であった。

一
部
実
施

環境保全推進員については、2
年間の任期途中に、区の都合
で途中交代する場合に、女性
の推薦を依頼し、全体の30％
以上にする。

環
境
課

女性の積極的登用を進
めるための事業計画はな
いが、可能な限り男女の
バランス等に配慮する。

地域保健推進委員会における
男女比は、7：3となっている。

検
討

委員は各組織の役職により推
薦されるため、男女比をそろえ
ることは難しい。

健
康
課

性別に基づく固定観念を
持つことなく、協議会へ
の委員選出を行う。

関係団体の性質上、女性の委
員選出が難しい場合があった
が、可能な限り女性の登用に努
めた。

概
ね
実
施

組織体によっては男女構成比
に偏りがある。
関係団体の性質上、女性の委
員選出が難しい場合があるが、
委員選出の際には女性の積極
的登用を推進していく。また、
性別に基づく固定観念を持つ
ことなく、協議会への委員選出
を行う。

高
齢
者
支
援
課

事業計画：委員会、審議
会における委員への女
性の登用を呼びかけ、ク
オータ制の確立
目標値：１００％

委員会、審議会に行いおける
委員への女性の登用を呼びか
けを行った。

概
ね
実
施

今後も女性審議会等委員に対
して積極的に情報提供等を行
い、委員間のネットワークを深
める。 産

業
課

子育て支援推進協議会
の委員選任にあたって、
委員のクオータ制のため
男女比を均等にする

子育て支援推進協議会は令和
３年度で廃止している。

未
実
施

今後審議会及び協議会の委員
選任がある際は、男女比率に
配慮し委員を選任する。 子

育
て
支
援
課

女性の積極的登用を進
めるための事業計画はな
いが、可能な限り男女の
バランス等に配慮する。

国民健康保険運営協議会で
は、令和4年度から3年間の任
期で委員の委嘱を行った。委
員構成は全9名中、3名が女性
である。

概
ね
実
施

国民健康保険運営協議会は、
那珂川市国民健康保険条例に
おいて区分が定められ、団体か
らの推薦によることとなってい
る。女性の積極的登用を進める
ための事業計画はないが、可
能な限り男女のバランス等に配
慮する。

市
民
課

審議会等での委員の男
女比が偏らないよう、か
つ、登用の是非を性別に
よることのないよう努め
る。

スポーツ推進委員において、男
女比が偏らないように登用し
た。

実
施

各審議会に対して、職務内容
にとらわれずジェンダー平等の
視点に立った推薦をしてもらえ
るように依頼をする。

社
会
教
育
課
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事業
番号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

審議会等の委員選任の
際には、男女に関わらず
適当な人材を登用し、ク
オーター制を確立できる
よう努力する。

・広報広聴編集委員会　男性16
人：女性15人
・採用試験コンサルティング業
務委託プロポーザル審査員
男性3人：女性1人

概
ね
実
施

審査会等で委員を選出する際
は、可能な限り女性の選出を依
頼・検討する。 人

事
秘
書
課

審議会等において女性
委員の参画を推進する

2022年度は審議会（地域福祉
推進委員会）委員改選の年で
はない。2021年7月に改選を
行ったが、女性の比率は3割以
上である。

概
ね
実
施

2023年度の改選に向けて、審
議会等において女性委員の参
画を推進するとともに、性別に
偏りがないように配慮する。

生
活
福
祉
課

審議会等においてクオー
タ制を確立するため、女
性の積極的登用を推進
する。

2022年は委員の改選がなかっ
たため、次期改選に向けて、準
備を行った。

実
施

審議会等においてクオータ制を
確立するため、女性の積極的
登用を推進する。

総
務
課

関連する審議会等への
委員のクオーター制を確
立するため、女性の積極
的登用を推進する。

公募委員については任期途中
の為、改選等は行わなかった。

未
実
施

委員を委嘱するにあたり、可能
な限り女性を登用し、女性の委
員を増やす工夫を行う。 都

市
計
画
課

審議会等での委員の男
女比が偏らないよう、か
つ、登用の是非を性別に
よることのないよう努め
る。

那珂川市図書館協議会と那珂
川市文化財専門委員会の委員
改選及び那珂川市文化芸術推
進審議会の委員選出を行っ
た。図書館協議会については
女性6人、男性3人、文化財専
門委員については女性3人、男
性7人と、男女比が偏らないよう
努めたが、専門的な分野で偏り
は生じた。しかし、性別による登
用の是非を問うことは行ってい
ない。那珂川市文化芸術推進
審議会については女性4人、男
性4人と偏りない選出を行った。
今年度改選・選出を行った委員
会については、いずれも男女構
成の比率が30%を超えた。

概
ね
実
施

専門的な委員会については男
女比を考慮した人選は難しい
が、可能な限り偏りが出ないよう
に配慮しながら委員の編成を行
う。

文
化
振
興
課

○審議会など改選が行
われるときは男女の比率
について配慮し、女性の
登用を積極的に進めて
いく。

○男女共同参画審議会（2021
年7月1日～2023年6月30日）審
議員人数内訳　男性6名、女性
9名 実

施

○2023年度は男女共同参画審
議会の委員改選を行う。

人
権
政
策
課

101 審議会
等にお
ける委
員の公
募制の
推進

市民の積極的登用を進
めるための事業計画はな
いが、可能な限り男女の
バランス等に配慮する。

複合児童福祉施設運営委員会
は改選期に当たるため、継続し
て公募制を取り入れた。新設す
る子どもにやさしいまちづくり推
進会議は公募制を取り入れた。 実

施

今後も継続して取組んでいく。

こ
ど
も
応
援
課

「那珂川
町附属機
関等の設
置及び運
営に関す
る規程」に
基づき、
審議会等
の委員の
公募制度
をさらに推
進し、町
民の参画
を進めま
す。
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事業
番号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

委員を公募する際は、那
珂川市附属機関等の委
員への女性登用促進要
領に基づき公募を行う。

　環境審議会について2022年
度に一般公募を行った結果、
女性審議会員の割合が3人から
4人に増加した。

実
施

目標：
　2024年度に環境審議会の委
員の依頼・公募を行う際は、早
期からの女性推薦の準備をお
願いし、一定数以上を任期ごと
に確保できるように努めていくこ
とが課題である。

環
境
課

公募制を活用し、住民参
画を進めていきます。
例：地域保健推進員会の
委員の公募（２人）

地域保健推進委員会を組織す
る委員のうち、2名は市民から公
募により選出している。

実
施

課題は特になし。今後も継続し
て実施していく。

健
康
課

協議会等の委員の公募
制度を推進し、介護保険
制度運営や高齢者福祉
制度運営について市民
の参画を進める。

委嘱をしている公募委員に交
代がなかった。

実
施

協議会等の委員の公募制度を
推進し、介護保険制度運営や
高齢者福祉制度運営に関する
市民参画を進めていく。

高
齢
者
支
援
課

事業計画：委員会、審議
会における女性の登用に
ついて、積極的にできる
組織とできづらい組織が
ある。可能な限り女性の
登用を推進する。
目標値：３０％

可能な限り女性の登用を推進し
たが、委員会、審議会における
女性の登用について、組織に
よって女性の参加がしやすいと
ころ、しにくいところの差がある。
登用率：14％～15％

一
部
実
施

今後も関係団体に対し、女性が
地域活動や意思決定の場へ関
心を持ち、団体の活動に参画し
ていくための取り組みを支援す
る。

産
業
課

委嘱をしている市民の公
募委員に交代があった場
合、市民が同様に参画で
きるよう再公募を行う。

子育て支援課で所管する審議
会・委員会等がないため該当な
し。

未
実
施

子育て支援課で所管する審議
会・委員会等がないため該当な
し。 子

育
て
支
援
課

公募制を活用し、住民参
画を進めていきます。
例：地域保健推進員会の
委員の公募（２人）

国民健康保険運営協議会で
は、令和3年度中に広報紙や
ホームページ等を活用し公募を
実施し、令和4年度から3年間の
任期で被保険者を代表する委
員の内、1名を公募により委嘱し
た。

実
施

引き続き公募制を活用し、住民
参画を進めていきたい。

市
民
課

審議会の委員を任用す
る際に「那珂川市附属機
関等の設置及び運営に
関する規程」第4条第1項
第3号に基づき、委員の
男女構成の比率がいず
れも30％を超えるよう努
める。

令和4年度に改選したスポーツ
推進委員について、男女構成
比の比率50％を継続した。

実
施

令和6年度改選となるスポーツ
推進委員について、引き続き男
女構成比30％以上となるよう周
知や人材発掘を行っていく。

社
会
教
育
課

　審議会等委員の選任に
際し、公募できる分野を
検討して公募制度を活用
し、市民が参画できる場
が広がるよう努力する。

公募は行わなかった。

未
実
施

審査会等の専門性等を配慮す
る必要はあるが、公募できる分
野がないかを検討していく。審
議会等委員の選任に際し、公
募できる分野は公募制度を活
用するよう心がける。

人
事
秘
書
課

「那珂川
町附属機
関等の設
置及び運
営に関す
る規程」に
基づき、
審議会等
の委員の
公募制度
をさらに推
進し、町
民の参画
を進めま
す。
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事業
番号

事業名 事業内容
2023事業計画及び目標

（値）
2022実施状況 課題や2023実施内容など

所
管
課
名

審議会等における委員
の公募制を推進する

2022年度は審議会（地域福祉
推進委員会）委員改選の年で
はない。2021年7月に改選を
行ったが、公募制を採用してい
る。

概
ね
実
施

審議会等における委員の公募
制を今後も推進する。

生
活
福
祉
課

審議会等において委員
の公募制度を推進する。

2022年は委員の改選がなかっ
たため、次期改選に向けて、準
備を行った。

実
施

2023年は公募を行うため、ク
オータ制を確立するため、女性
の積極的登用を推進する。

総
務
課

関連する審議会等にお
いて委員の公募制度を
推進する。

公募委員については任期途中
の為、改選等は行わなかった。

未
実
施

引き続き、審議会等における女
性委員の参画を推進していく。
また、性別による偏りがないよう
に公募を実施するとともに、特
に女性の応募者を増やすため
に女性人材リスト等を活用し周
知先等の工夫を行っていく。

都
市
計
画
課

審議会の委員を任用す
る際に「那珂川市附属機
関等の設置及び運営に
関する規程」第4条第1項
第3号に基づき、委員の
男女構成の比率がいず
れも30％を超えるよう努
める。

那珂川市文化芸術推進審議会
について、公募委員を1名選出
した。

概
ね
実
施

専門的な委員会については公
募制度の推進が難しいが、公
募可能な審議会等は積極的に
市民の参画を推進していく。 文

化
振
興
課

○男女共同参画審議会
委員は、条例に基づき3
号委員の公募を行う。

○公募委員6名のうち、男女比
が同じになるよう配慮し、男性3
名、女性3名の委員に委嘱し
た。

実
施

○2023年度に男女共同参画審
議会の改選を行うため、公募委
員の男女比に配慮しつつ、女
性人材リストを活用する。

人
権
政
策
課

102 定期的
な登用
状況の
調査・公
表

地方自治
法２０２条
の３に基
づく審議
会等にお
ける女性
の登用状
況につい
て、調査・
公表して
いきます。

〇男女共同参画プラン進
捗調査に合わせ、審議会
などにおける女性の登用
状況を調査し公表を行
う。

○男女共同参画プラン推進状
況調査に合わせ、審議会等に
おける女性の登用状況を調査
し公表を行った。

実
施

○今後も引き続き男女共同参
画プラン推進状況調査に合わ
せ、審議会等における女性の
登用状況を調査し公表を行う。

人
権
政
策
課
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